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「あの、よければ連絡先教えてもらえませんか！」

　緊張した女性の声が、秋の風に乗って私の耳に届いてくる。

　私──吉よし川かわ怜れい奈なは上司である日くさ下か部べさんを探しに屋上の休憩スペースに来ていた。

　芝生のある解放的なスペースではあるが、わざわざ屋上まで行くのが面倒だという理由でここを利用する人は少ない。

　だが日下部さんは午後の休憩時間に眠気覚ましとして、ときどき屋上へと足を運んでいる。

　案の定、屋上で日下部さんの姿を発見したけれど、そこにはもう一人、派遣でこの会社に勤めている受付の女性が一緒だった。

（うわ、何てタイミング……）

　聞こえてきた内容からして、おそらく気軽に近づけるような状況ではないだろう。

　幸い距離があるため、私が来たことに気づいてはいないようだ。

　私はこっそり物陰に身を隠し、二人の会話が終わるのを待つことにする。

「んー。連絡先って、俺の？」

「はいっ！　その……以前からカッコいいなって思ってまして」

　日下部さんに告白めいたことをしているのは、かつて何人もの男性社員が狙っていたという噂の綺麗な人だ。

「そっか、嬉しいな」

　そんな相手を前に私の上司は慣れた様子で、特に照れることなく当然のように賞賛を受け入れる。

（相変わらずよくおモテになりますことで……）

　私は一人余裕そうな日下部さんを改めてじっと観察する。

　日下部良りょう平へい。三十歳、独身。

　日下部さんはアンニュイな雰囲気が全身から漂っているような人だった。

　色気のある顔立ちに、高い身長。目鼻立ちはすっと整っていて、手足も長い。髪の毛は緩くスタイリングされていて、日下部さんの雰囲気によく似合っている。

　スーツをピシッと着こなすスタイルの良さで、日頃から鍛えていることが伺えるし、自分に対する自信が堂々とした態度や姿勢に現れている。

　その上仕事もでき、人当たりが悪くない日下部さんは、三十歳という若さで営業部一課の係長に抜擢されたうちの部署のエースだ。

　そんな日下部さんは『社内一の女たらし』と言われていて、特定の相手は作らない遊び人と評されている。その真偽は不明だけれど、そんな噂が出ても不思議じゃないぐらいの外見とオーラがあるということは確かだ。

　そして私は、この会社に新卒で入社して三年。

　営業一課に配属され、日下部さんの下で働くようになってから半年が経つ。

　日下部さんは確かにカッコいいし、その上相手との距離の詰めかたもうまい。

　入社当初から人気があるとは知っていたが、部下になってからよりその凄さを実感している。

　日下部さんの前で頬を染める女性社員を何度も見たことがあるし、今のようなシチュエーションも珍しくない。

　この受付の女性社員とは何度か話をしている姿を見かけたけれど、ちょっとした伝言をやりとりする程度のものだった。

　きっと好意を抱くにはそれだけで十分だったのだろう。

　だが顔を赤くした女性とは対照的に、日下部さんは特に動揺した様子もない。

　しばらくするとごめんね、と謝る日下部さんの声が聞こえてきた。

「悪いけど俺、社内の人とプライベートなやりとりはしない主義なんだ」

（……んっ？）

　聞こえてきた言葉に、思わず眉を顰めてしまう。大嘘だ。

　昨日さんざんおすすめのゲーム実況動画を見ろと、夜にメッセージで私に布教してきたばかりだ。

「今日でここの仕事が終わるんです。だから最後なので、せめて食事だけでも……」

「へえ、今日が最終出勤日なんだ」

　お疲れ様、と労う言葉を日下部さんはかける。

　はい、と女性の声のトーンが上がった。いい返事を聞けるかもしれないという期待する声だ。

「でも、今日はうちの部下の企画書をチェックする予定なんだ」

（え、企画書？）

　私は、ぱちっと目を瞬かせる。

　おそらく部下というのは私のことだろう。日下部さんの直属の部下は私だけだ。

　前からお願いしていたことなので企画書のチェック自体はとてもありがたいけれど、正直夕食を断るための代替案にされるとは、何とも居たたまれない気分だ。

「あ、そうですか……」

　女性社員もこうまで断られると、さすがに心が折れてしまったようだ。

　日下部さんに頭を下げ、足早にその場から立ち去ってしまう。

　その場に一人になった日下部さんを複雑な気持ちで眺めていると、日下部さんがくるりとこちらを向いた。

「吉川ー、お前覗きとはいい趣味してるよな？」

　どうやら随分前から私の存在に気づいていたようだ。

　日下部さんと目が合い、ビクッと肩が震えた。

　私は少しだけ眉を寄せたあと、観念して日下部さんの元へと向かう。

「……別に覗いてたつもりはありません。ただサボっていた日下部さんを探しにきただけです」

　ぶっきらぼうな口調で対応をしてしまうけれど、日下部さんは怒ることもなければ気を悪くすることもない。

　これが私の通常運転だと知っているからか、ツンとした私を見てただ楽しそうに口元を緩めるだけだ。

「はは、ご苦労様。悪いな」

「いえ……」

　私はもともと表情筋が硬いのか、喜怒哀楽がうまく表に出ないタイプだ。

　その中でも特に笑顔が苦手で、普通にしていても「怒ってる？」と誤解されてしまうことがある。

　そんな私は幼少期からクールだとか評されることが多い。

　そこにときどき可愛いという言葉や美人だという言葉がくっつくこともあって、それは大変光栄だけれど、愛嬌のない私には冷たい印象が強調されるだけだった。

　せめて服装ぐらいは柔らかい印象を与えたい。

　そう思った私は、肩まである茶色の髪に似合うような可愛いスカートやワンピースをよく着用しているが、いまいち効果のほどは分からない。

　ただこんな愛想のない私のことを、日下部さんがある程度気に入ってくれていることだけは分かる。

　その理由はいまいち謎のままだけれど、今も面白がった表情で私の用件を待っている。

「その……木き村むらさんが書類を確認してほしいって言ってましたよ」

　明日までが期日だと伝えると、日下部さんは「分かった」と承諾し、近くにあった自販機で飲み物を買う。

　私がいつも飲む缶コーヒーも一緒に買い、ほらっと手渡してくれた。

「まあ、ちょっと付き合えよ」

　真っ直ぐ見つめられ、私は視線を逸らす。

　この色気のある三白眼にじっと見られるのは未だに苦手だ。

「……はい。ありがとうございます」

　受け取り礼を言うと、私は近くのベンチに座った。

　私は貰ったばかりの無糖の缶コーヒーを開け、ぐびっと一口飲む。

　日下部さんは眠気覚ましに炭酸飲料水を飲むタイプで、私の隣に腰かけるとペットボトルの蓋がプシュッと開く音が聞こえた。

「連絡先、交換しなくてよかったんですか？」

　ブラックコーヒーの苦みを噛みしめながら、私は少し気になったことを尋ねてみる。

　あの女性社員の連絡先をほしがっている人は一人や二人ではなかったはずだ。

　日下部さんはモテるけれど、特定の誰かと付き合っているという話を耳にしない。

（あんな綺麗な人のどこが駄目なんだろう）

　だが日下部さんは、やれやれと呆れた表情だ。

「何だ、覗きに加えて盗み聞きもか？」

「違います、不可抗力です！」

　慌てて言い訳すると、日下部さんは私の反応を見て愉しげに笑った。

「いいんだよ別に。間に合ってるし」

「はあ、そうですか……」

　彼女はいないけれど女性には不自由していない、という意味だろうか。

　いろいろと言葉を深読みしていると、私がよっぽど険しい表情をしていたのか、日下部さんに軽く肘で脇腹を小突かれた。

「おい、妙な想像するなよ？　今はお前の世話で忙しいってことだ」

「っ、何ですか世話って……」

　馬鹿なこと言わないで下さい、と強く言い返したかった。

　でも確かに仕事の上では沢山迷惑をかけているし、よく面倒を見てもらっている。

　だから結局それ以上何も言い返せない。

　ただ出来ることは不満げな表情で睨みつけることだけだ。

「おいおい何だ、可愛い部下のために時間を使ってやってるんだ。不服か？」

　天性の人たらしの瞳が、じっと私の顔を覗き込む。

　その瞬間、身体中が上気するような、そんな感覚がした。

（うわぁ……）

　日下部さんは無自覚なのか、わざとなのか。どちらにせよタチが悪い。

　溢れ出る色香に耐えられなくなった私は、思わず視線を逸らしてしまう。

「何だ、照れてるのか？」

「……っ、自意識過剰ですね」

　私はどうにか誤魔化すとスッとベンチから立ち上がり、飲み終わった缶を捨てに行く。

　これ以上日下部さんの前でボロを出したくない。

（この女たらし、ほんと、ずるい……っ）

　熱くなった頬を少しでも冷やそうと手の甲を頬にあてる。

　きっとみんな日下部さんのこの感じにやられたんだろう。

　意図せずとも相手に気を持たせるようなことをして、惚れさせて。

　でも最初から日下部さんにその気はない。

　好きになってもこっちが痛い目を見るだけだ。

　それなのに──。

　私も日下部さんのことが好きだったりするのが、また困りものなのだ。







　日下部さんと初めて出会ったのは、私が入社する数ヶ月前。

　当時入社予定の同期を集めての数日間のフォローアップ研修が行われた。

　研修は座学やグループ課題がほとんどで、その日もグループに分かれて話し合いをしていた。最終日に課題についての回答を、役員の前で発表することになっている。

「じゃあこれでいいかな？」

　グループ内で中心になって話を進めていくのは、よく発言するリーダー格の男子だ。

　他のみんなはその意見に同調し、一見スムーズに話し合いは進んでいく。

　でも途中、その子の意見が本来の課題の意図するものから大きく外れていることに気づいてしまう。

　周囲は気づいているのかいないのか、誰もそれを指摘しようとはしない。

（どうしよう……）

　言えば妙な反感を買うかもしれないし、今のタイミングで異議を唱えれば、ようやくまとまりかけた意見が全て無駄になるかもしれない。

　けど私は論点がズレたまままとめ作業に入るのが嫌だったので、思い切って口にしてしまった。

「あの、もう一度最初から考え直した方がいいと思う」

　結果、作業は最初から全てやり直しになり、予定時間は大幅にズレて、時間外でも集まり作業することになる。

　みんな疲れていることもあって、多少なりとも反感を買ってしまった。

　意見したことを後悔はしてはいないが、面倒くさそうな同期の表情を見れば、さすがに落ち込みもする。

「はあ……」

　休憩中、私は気落ちしたまま自販機のジュースを選んでいると、隣の自販機で誰かが缶コーヒーのボタンを押す。

（あの人は確か……）

　反射的に視線を向けた先には、先輩社員代表として今回の研修に参加してくれていた日下部さんがいた。

　日下部さんはその容姿とオーラ、営業部成績トップという肩書から、他に来ていた先輩社員の中でもひと際目立っていて、日下部さんのことが気になって研修に集中出来ていない同期もいたぐらいだ。

　そんな日下部さんは私のグループの担当で、先程のフィードバックの際に、今後の効率の良い仕事の進め方のヒントを出してくれた人だ。私が作り出してしまったぎこちない雰囲気をさりげなくフォローしてくれた人でもある。

「……お疲れ様です」

　日下部さんにも迷惑をかけてしまった自覚があるので多少気まずかったけれど、隣にいる以上無視するわけにもいかない。

　私は軽く挨拶だけして、財布からお金を取り出そうとしたとき。

「はいこれ」

「え？」

　あげる、と日下部さんが先程買った缶コーヒーを差し出してくれたのだ。ちなみに今から私が選ぼうとしたのもこれだったりする。

「あの……」

「前の休み時間に、これ飲んでたなーと思って」

　まさか見られていたとは思わず、私は驚いた。

　口元がふっと緩んだ顔を、私は魅入ってしまう。

「あ、ありがとうございます……」

「今日のグループ課題、カッコ良かったよ。あのまま進むかと思って俺ヒヤヒヤしてたし」

「あ、いえ……」

「まあ、大変だと思うけど、めげずにこの調子で頑張って」

　そこでこの人は、気落ちした私を励ましてくれていたことに気づく。

　改めてお礼を言おうとしたとき、背後から日下部さんの名前を呼ぶ声がした。

「じゃあ俺行くし、またなー」

　日下部さんは再度私に向かって励ますと、笑いながらその場を立ち去って行く。

　姿が見えなくなるまで目で追ったあと、私は持っていた缶コーヒーをぎゅっと握りしめた。

　たった数分言葉を交わしただけなのに、心臓がバクバクとうるさい。

（私のこと、褒めてくれた……？）

　落ち込んでいた気持ちが魔法のように一気に吹き飛んでしまった。




　そして入社後。

　ときどき社内で日下部さんを見かけた。

　背も高く顔立ちが整っているため、自然と目が吸い寄せられてしまう。

　どうやら噂ツウの女子が言うには社内一のモテ男らしい。

　入社直後はタイミングを見て挨拶出来たらなという気持ちがあったけれど、日下部さんを見かける度、いつも多くの女性社員に囲まれていた。

「あの、この書類のことで質問していいですか？」

「いいよ、どうかした？」

　少し緊張して赤らんだ女性社員の顔。

　日下部さんに関しては女性関係の噂をよく耳にするけれど、どれも信憑性がイマイチでどこまで本当なのか分からない。

　でも実際囲まれている姿を目にすると、モテるのは本当のようで。

　そんな姿を遠目で眺めているうちに、私の中で日下部さんと話したいという気持ちが少しずつ薄れていく。

（うん、あまり関わらないようにしよう……）

　正直、憧れる気持ちはある。

　でも日下部さんが女性にモテる姿を見ていると、少しだけ警戒してしまう。

　おそらく私のことなんて覚えてもいないだろうし、そもそも私のことを相手にするはずがないのは百も承知だ。

　それでもあの手のモテる男は、私にとって鬼門なのだ。

（不用意に近づいて、私が本当に好きになっても困るし……）

　私がこれまで付き合った元彼は、日下部さんほどではないものの、女性からモテるタイプの人だった。

　そして元彼と別れた理由は全て、他の女性に浮気されたことが原因だ。

　だからモテるタイプというだけで反射的にかまえてしまう。

　加えて、私がもし日下部さんを好きになったとしても、成就する可能性は極めて低いだろう。

　日下部さんの周囲には可愛い女性社員が多いのだ。

　わざわざ私が不用意に近づいて、無謀な恋愛をする必要もない。

　幸いなのは、ここが人の多い会社だということだった。

　部署もフロアも随分離れているため、日下部さんの顔を見るのも月に一度や二度、定例会などで遠目から見る程度だ。

　出張や商談で会社にいないことも多いようなので、私と関わることもまあまずない。

　だから私にとっての日下部さんは、見かけたら少し目で追うぐらいの、ちょっと気になる程度の存在だった。




　そうして三年が過ぎ──。

「……えっ、営業一課への異動ですか？」

「ああ、頼むよ」

「はあ……」

　突然出された辞令に、私はわずかに驚きの声を上げてしまう。

　当時私は総務部にいたけれど、営業一課に退職する人がいるためその後任を務めてほしいというものだ。

　しかも係長に昇進した日下部さんの下で補佐をするのだという。

　これは正直予想外だった。

（……まあ、仕方ないか）

　あまり関わりたくないと思っていたけれど、こうなれば仕事として割り切るしかない。

　結局のところ、好きにならなければ問題ないのだ。

　そして、同じ部署に異動になったその日──。

「日下部係長。吉川怜奈です。よろしくお願いします」

「ああ、よろしく。って、……あれ？」

　挨拶した私の顔を見て、日下部さんはしばらく「うーん」と考え込んだ。

「あの、何でしょう？」

　首を傾げながら唸る日下部さんに、私は何事かと問いかける。

「いや、どこかで見たことがあるなって思って」

「あの、随分前ですが入社前の研修で……」

「あー、あの子か！」

　すると日下部さんは合点がいったと大声を上げ、そのままくくっと身体を丸めて笑い出したのだ。

　フロア中の視線が何事だと私と日下部さんに集まる。

（な、な、何なのこの人！）

　突然みんなのいる前で笑われて顔が熱くなる。

　なるべく失礼のないよう心積もりをしてきたのに、一体何だというのだろう。

「あー悪い悪い。あのときの子か。ハッキリと自分の意見を言う面白い子だってずっと印象に残ってたからさ」

「……え？」

　日下部さんは自らの非礼を詫びてくれたけれど、それ以上にその内容が予想外で、私はパチパチと瞳を瞬きした。

「いや、また会えて嬉しいよ」

「あ、いえ……」

　まさか、私のことを覚えているとは思わなかった。

「じゃあまあ、改めてこれからどうぞよろしく。吉川怜奈さん」

　手を差し出される。

　どうしてだろう、バクバクと胸の鼓動がうるさい。

　こんな小さなことで舞い上がっている自分に嫌な予感がした。

「……はい、こちらこそお願いします」

　私は自らの感情を無視し、その手を握り返す。

　こういった経緯で私は営業一課で働き出すようになったのだ。




　そうしてここで働くようになって半年──。

「おーい、吉川。ちょっといいか」

「あ、はい。何でしょうか？」

「ここの部分のデータ分析がちょっと甘いかな。他社の商品と比較して数字出して。あとは……うんいい感じだな」

「あ、はい。分かりました、ありがとうございます。……すみません、木村さん。データってありますか？」

「あるよー、ちょっと待ってねー！」

　営業一課に来た当初は、仕事もよく分からず右往左往した。

　けれど隣の席にはここに勤めて長い、時短勤務中の木村さんがいて随分助けられた。

　一番心配だった日下部さんとの関係は比較的良好だと思う。

　日下部さんは少しクセはあるけれど良い上司だ。

　教え方は丁寧だし、私の仕事が出来ているかのチェックも欠かさない。

　その上私の今の状況もしっかりと把握した上で、さりげなくフォローもしてくれるのだ。

　部署内には一部面倒な人もいるけれど、基本的には皆親切で優しい人ばかりだった。

　加えてディスカッションも多く、言いたいことはどんどん言える環境でもある。

　ここでうまくやっていきたい。

　だからこそ、ここにきてからずっと、私は自分に言い聞かせていた。

　日下部さんに対する憧れの感情を、これ以上育ててはならない……と。

　恋愛感情は仕事の邪魔になるので、日下部さんを好きになっては駄目なのだ。




　でも、そううまくはいかなかった。

　あれは営業一課に来て、ちょうど一週間ほど経った頃のことだ。

「あー、ちょっと、これやっといて」

　その日、私は急ぎの仕事だといって男性社員に事務仕事を押しつけられそうになった。

　内容を確認すると、正直私がやる必要のない仕事だ。

　手が空いているならまだしも、そのとき私は今日中にしなければならない仕事をいくつも抱えていた。

「いえ、でも……この仕事は」

「なるはやで頼むわー」

　断ろうとしても聞く耳をもたず、そっちの仕事だからと強引に押し付けてくる。

　さすがに言い返したくなったけれど、ここにきてまだ日も浅い。

　波風を立てないためにも受け入れるべきか、でも一度受けるとずっと同じような仕事を回される可能性だってある。

（どうしよう……）

　渡された資料を見て途方に暮れていると、背後から日下部さんが「貸して」とその資料を奪い取った。

　そして自分のデスクでのんきにスマホを見て笑っている男性社員のもとへ行き、その資料を突き返す。

「お前さあー、これはお前の仕事だろ？　暇なんだからこれぐらい自分でやれよな。今こいつ忙しいんだから余計な仕事押し付けんなよ」

　いつもふざけた口調が多い日下部さんには珍しい、少し険のある物言いだ。

　咎められた男性社員は私に謝罪し、自分で事務処理をはじめた。

　ぽかんと呆気にとられる私に対し、日下部さんは少し申し訳なさそうな表情だ。

「悪いな、無理な仕事振られたら断っていいから。判断に迷ったら一度相談して」

「あっ、はい……ありがとうございます」

「確かＡ社の見積もりの件今日までだろ？　頼むな。後で概要送っといて。あと昨日もらった資料もいい感じだから、一旦あれでカタチにして。出来たらチェックするし」

「はい、分かりました」

　日下部さんはそういって、自分の仕事へ戻る。

　このとき、私の胸は制御不能なぐらいにバクバクと音を立てていた。

（うわー、本当卑怯だ……）

　今までは、少し気になる程度の存在だった。

　でもこんな風にフォローされ、しっかりと私の仕事を認めてもらえれば好きにならないはずなんてない。

　もともと憧れていた人だということもあって、ドキドキが止まらなかった。

　それ以来、毎日出社して顔を合わす度、吉川と名前を呼ばれる度に緊張する。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう）

　芽生えたばかりの感情をどう扱っていいのか分からず、私はしばらく混乱していた。

　でもある日、私は偶然耳にしてしまったのだ。

「日下部、ぶっちゃけどうよ吉川さんは？」

　給湯室に立ち入ろうとしたとき、中から男性社員の声が聞こえてきた。

　私は自分の話題だと知り、コップを持ったまま入り口で固まってしまう。

「どうって何がだよ」

「あの子ツンツンして愛想はないけど結構可愛いし。……もしや手出してないよな？」

「おいおい、部下に手出すわけないだろ？」

「そりゃそうか。あえてそんな面倒なとこに行かないわなー。あの子だってお前に興味はなさそうだし」

「はは、むしろありがたいわ」

　この会話を耳にし、私はショックだった。

　でも同時にひどく冷静な自分もいた。

（そりゃそうよね……）

　日下部さんは確かに私に優しい。

　でも、その優しさは私に対してだけではないのだ。

（私は、特別なんかじゃない）

　勘違いさせて、その気がないのに相手を好きにさせていく。

　何て厄介なタイプだろう。

　先程の会話からしても私への脈がないのは明白だ。妙に浮かれる前に現実を知れて良かったと思う。

（もうこれ以上望みのない恋愛なんてしたくない）

　過去の恋愛を思い出し、必死で自分自身に言い聞かす。

　この芽生えたばかりの恋愛感情を、日下部さんに気づかれる前に上手に摘まなければならない。

　今ならきっと、引き返すことが出来る。まだ、大丈夫だ。

　私はそう思っていた。

　でも、ここにきて半年経った今。

　好きという気持ちは消えるどころか、より膨らんでしまった。

　正直しんどい。

　そんな私の気持ちを知ってか知らずか、日下部さんはときどきこちらの心を見透かしたような態度を取る。

　一緒にいることでこれまで知らなかった一面が、次々見えてくるのも困りものだ。

　イライラすると眉間に皺を寄せながらパソコンと睨めっこするし、仕事中は糖分がほしいようでチョコレートをよく食べる。

　あの外見に似合わず俗っぽいものが好きで、お昼休憩はお笑い動画やゲーム実況などを見ているようだ。

　靴下は特定のブランドの物を着用するようで、自分なりのこだわりも強い。

　私がバタバタして食事をとっていないと強制的に休憩をとらそうとするし、仕事で分からないことを尋ねれば、時間をつくってしっかりと教えてくれる優しい人だ。

　ただ情報整理などの細かい業務が不得手なので、そこは私がフォローしている。

「なあ、Ａ社の資料ってどこにあったっけ？」

　ある日の午後。

　昼休憩が終わる直前、日下部さんが机の引き出しを開けながら私に尋ねてくる。

　机の上が散らかりがちな日下部さんには珍しくない光景だ。

「ああ、それならもう用意してますよ」

　どうせ必要だと思って先に準備しておいたのだ。

　立ち上がり日下部さんのデスクへ向かうと、まとめていた資料を手渡す。

「どうぞ。一応重要なとこチェック入れときました」

「お、助かるわ」

　日下部さんは資料を受け取り、パラパラと中を確認する。

　私は日下部さんの机の上に散らかった使わない資料をそれとなく整理していると、先程からじっとこちらを見る木村さんと目が合った。

「……何ですか？」

「いやー、吉川さんってしっかりしてるなーって思って」

　まじまじと見られて私は戸惑う。

「え、そうですか？」

「ほんとほんと。細かいことまで気づいて。まるで世話焼き女房みたい」

　他意はないのは分かるけれど、反応に困ってしまう。

「ええ……やめて下さいよ」

　私は思いきり眉を寄せて、露骨に嫌がるふりをした。

　もしここで真っ赤になって慌てふためけば、周囲から気があるのではと妙な目で見られるだろう。

　日下部さんへ好意があると気づかれないためにも、分かりやすいほどに冷たい態度を取る。

「おい、吉川ドン引きすんなよ。傷つくだろ」

　日下部さんからすかさず野次が飛ぶ。

「すみません。あまりにも不名誉な称号だったので……」

「お前って半年経ってもつれないよなー」

　温度差のあるやりとりに、隣で木村さんがくすくすと笑う。

　すると突然、フロア中に響くような大きな声が割って入ってきた。

「さっすが、吉川さん！」

　声の主は外のお昼休憩から戻ってきたばかりの安あん藤どうさんだ。

　安藤さんは日下部さんの同期で、いわゆる体育会系を体現したような大柄なタイプだ。

　木村さんは呆れたように笑い、私はおかえりなさい、と挨拶する。

　日下部さんは「うるせえのが帰ってきた」と苦い表情だ。

　安藤さんは私の元へつかつかとにじり寄り、熱弁をはじめた。

「他の見る目がない女子社員とは違って、吉川さんはこいつがろくでもない男ってことをよーく分かっている」

「いえ、それは……」

「いやーすばらしい！　本当に何て貴重な存在なんだ！」

「はあ……」

　安藤さんは営業一課のムードメーカだけど、少々めんどくさい。

　呆れつつもこの場は一旦肯定することにする。

「まあ、実際ろくでもない人だとは思いますし」

「だよな！」

　すると安藤さんは、よく言ってくれたと私の手をぎゅっと握る。

（ひっ……）

　安藤さんが何も考えていないことは百も承知だが、さすがの私も戸惑ってしまう。

「おいおい、お前分かってねえな」

　途端、デスクから立ち上がった日下部さんが安藤さんの肩をぐいと抱く。

　その流れで私の手は安藤さんから自然と解放された。

（もしかしてフォローしてくれたとか……？）

　きょとんとしたまま日下部さんを見つめていると、視線がぶつかる。

　日下部さんはふっと口元を緩め、意地悪の悪い表情を浮かべた。

　何だろう。嫌な予感がする。

「吉川はさー。素直じゃないだけで俺のこと好きなんだよ」

「っ…！」

　思いがけない言葉に、一瞬頭が真っ白になる。

「──なあ、吉川？」

　蠱惑的な表情で同意を求められ、全身がカッと沸騰したように熱くなった。

（何て底意地が悪い人なんだろう……）

　安藤さんに向けての売り言葉に買い言葉だとは知っている。

　そして私が靡かないと思っているからこそ言える、ひどい冗談だ。

「……はあ、おめでたいですね」

　どうにかこの動揺をひた隠しにして、私は馬鹿にしたように笑ってみせる。

　すると──。

「っ、ぷはっ……！」

「日下部ドンマイ」

　木村さんが吹き出し、安藤さんが囃し立てる。

「はー、お前らマジでうっぜー。ほら、時間だ時間。仕事しろ仕事」

　日下部さんは荒々しく椅子へと腰かけると、騒がしい私たちをしっしと追い払う。

　私も何てことないふりをして仕事に戻るけれど、日下部さんの顔をしばらくの間見れずにいた。

（ああもう、本当にあの人は……）

　ドキドキと心臓がうるさい。

　相手に気を持たせることに関しては天才的な人だ。

　一緒にいるうちに「もしや日下部さんは私のことが好きなのでは？」と身の程知らずな考えを持ってしまいそうになる。

　でも、勘違いしては駄目だ。

　私のことはただ部下として気に入ってくれているだけだろう。

　日下部さんに興味がないタイプと思われているからこそ、距離も近いのだ。

　日下部さんとしても部下になど恋愛感情なんて抱かれてほしくないはずだ。

（まあ、私が選ばれることないだろうし……）

　私の恋愛がうまくいかないことはこれまでの人生で嫌というほど痛感している。

　だからこそ、最初から期待なんてしていない。

（期待なんて……してないのに）

　それでも一緒にいればいるほど、どんどん好きになっていく。毎日顔を合わせれば気持ちを整理しようと思ってもなかなか難しい。

　どうにか気持ちを隠すために、必要以上に日下部さんにドライに接している自覚はある。

（でも、気持ちがバレるよりはいい）

　私はこの恋を成就させたいわけじゃないのだ。

　もともと愛想のよいタイプではなかったのが幸いだ。

　好きだという感情を悟られないようにと、私は毎日戦っている。







２








　この日、社内の営業全体で抱えていた仕事がひと段落したため、営業部一課と二課で合同の飲み会が行われていた。

　場所は繁華街の大衆居酒屋で、よく会社の飲み会に使う場所だった。この日は二階のフロアを事前に全て貸切っていて、各々が好きなテーブル席へと座っている。

　おつまみやコース料理がテーブルの上にどんどん運ばれてきて、私は目の前にあったシーザーサラダを箸でつまむ。

　乾杯の挨拶から三十分ほど経った頃には、場の空気はどんどん温まっていて席移動もちらほら行われていた。

「吉川さん、飲んでる？」

　私の席の隣には子どもを預けて久々に飲み会に参加した木村さんがいた。

　尋ねられ、私は頷く。

「はい、飲んでますよ。これも実は二杯目ですし」

「へえ、あまり顔に出ないタイプ？」

「そうなんです。結構いけるクチなんです」

　比較的お酒に強かった私は、大学時代から酔っ払った友人の介抱をすることが多かった。無茶な飲み方をしなければ泥酔することもなく、二杯ぐらいならまだまだ平気だ。

「はは、それほんとかよ？」

　ドッと沸いた笑い声が聞こえ視線を向けると、少し離れた壁際のテーブルで日下部さんが安藤さんや他の営業仲間と一緒に大声で騒いでいる。

　日下部さんは瓶ビールを手酌し、ケラケラと楽しそうだ。

　何の話しをしているのかなと、ちょっとだけ気になってしまう。

「そういえば、明日から二課に中途採用の子が入ってくるんだっけ？」

「ああ、そうそう」

　日下部さんのテーブルに気を向けていると、同じテーブルにいた二課の社員が話しはじめた。

　その話題には私もへえ、と興味を示す。

「男だっけ。歳は確か吉川さんと同じぐらいだったと思うよ」

「そうなんですか？」

　私と同じぐらいということは、おそらく二課でも若い部類になるのだろう。

　ウチの課ではないが、フロアも近いし自然と関わることは多いと思う。

　しばらくすると、その社員の教育を誰が担当するだとか、最近の若い子はどうだとか面倒くさい話で盛り上がり始めた。

　正直この手の話題はスルーするに限る。

　私は会話に入ることなく刺身料理をパクパクつまんでいると、同じく話に飽きていた私の正面にいる二課の女性社員と目が合った。

　彼女とはときどき挨拶する程度の仲だ。

　この場の居心地の悪さを共有するように、互いに苦笑いをする。

　相手のグラスが空いていたので「何か飲みますか」とメニュー表を渡すと、彼女は「ありがとう」といってハイボールを注文した。

「吉川さんとゆっくり話す機会なかったよね」

「確かにそうですよね」

「日下部さんの下で働いてるんだよね。いいなー」

　私はどう返答すればいいのか迷って、とりあえず「いえいえそんな」と笑っておくことにする。

　自慢しても否定しても角が立ちそうな話題は誤魔化すのがいい。

「そういえば、吉川さんって今彼氏はいるの？」

　店員がドリンクを持って来てすぐ、自然な流れでそう尋ねられた。

「いえ、大学のときに彼氏と別れて以来全然でして」

「へえ、じゃあ入社してからはいないんだ？」

「あー、仕事でいっぱいいっぱいでしたし、恋愛する気もおきなくて」

「分かる、仕事しながらの恋愛って慣れるまで凄く大変だった」

　私なんかさ、と女性社員は自らの恋愛を話しはじめる。

　私は聞き役に徹し、うんうんと相槌を打つ。ときおり日下部さんの姿をこっそりと盗み見ていた。

　するとそこに──。

「あれー、日下部さんじゃないですか」

　明るい声に反応した日下部さんは、ぱっと振り向く。

「おお、高たか橋はしじゃん」

「ちょっと喋りましょうよ」

　溌剌とした可愛い女性は高橋さんといい、男性社員から人気の営業二課の事務員だ。

　途中から参加した彼女は、空いていた日下部さんの隣に腰を下ろす。

（すごいな……）

　彼女はいわゆる私とは真逆のタイプだ。

　人をどんどん頼り、周囲に甘えられる性質で、結局のところみんなこのタイプに弱い。

　私はこれまで「思っていたのとは違う」「愛想がなくてつまらない」という理由で彼氏に浮気され、他の愛嬌のある可愛い女性に乗り換えられてきた。

　どうやら私のような真面目だけの女は、恋愛面で面白みに欠けるらしい。

　そして元彼たちだけではなく、私がいいな、と思った相手のほとんどが、私とは真逆の愛想の良い子を好きになる。

　結局私は『選ばれない女』ということだろう。

　私は可愛く好きな人の名前を呼ぶことも出来ないし、じっと視線を合わせることだって苦手だ。

　別に無理して変わろうとは思っていないけれど、愛嬌のある素直な女性にコンプレックスがあり、高橋さんのようなタイプを羨ましく思うのも事実だ。

　今は恋人がいない日下部さんも、高橋さんみたいな可愛いタイプに告白されたら付き合う可能性だってある。

　そんなことを考えて、少しだけ憂鬱になってしまう。

（あー、やだやだ）

　何も頑張ってないのに、嫉妬だけは一人前な自分が。

　私はこのもやもやした気持ちを誤魔化すように、グラスに残っていたチューハイを一気に飲み干した。




「大丈夫、ペース早いけど？」

　飲み会が始まり一時間程が経過したところで、隣で一緒に飲んでいた木村さんが気遣ってくれた。私は大丈夫です、と誤魔化すように笑う。

　実際まだ四杯しか飲んでおらず、アルコール度数もあまり高くないためそこまで酔ってはいない。

　けれど顔がいつもより火照っているのは確かで、周囲からしたら酔っているように見えるのかもしれない。

　ちらほらと席移動が激しくなり、木村さんがお手洗いに行ったタイミングで今いるテーブルには私だけが残される。

　すると空いていた私の隣に誰かが腰かけた。

「吉川さんこんばんは。飲んでる？」

「あ、はい。頂いてます」

　この人は二課の男性社員でこれまで簡単な挨拶をすることはあっても、こうして一対一で話すのは初めてだった。

　歳は私よりも少し上で、日下部さんとはまた違った意味での軽さがある人だ。

　女性に対して必要以上に馴れ馴れしいタイプで、正直なところあまりいい印象はない。

　既に酔っているのか隣で胡坐をかくと、赤い顔でニヤニヤと私を見る。

「せっかくの機会だし、たまには俺と話そうよ」

「あ、はい……」

　少し面倒臭いと思ったけれど、ここには私しかいないし話しかけられて無視など出来ない。

「ねえねえ、さっき聞こえたんだけど彼氏いないって本当？」

「本当です。嘘なんかつきませんよ」

「マジで？」

「マジですマジです」

　話しかけられる度そつなく受け答えしていると、急にぐっと身体を寄せられ肩が当たった。

（ちょっ……）

　あまり気分がいいものではない。むしろ不快だ。

　さり気なく距離を取ろうとすると、軽くポンと肩を抱かれ鳥肌が立つ。

「……あの酔ってますね、近いですよ」

「ははは、悪い悪い」

　軽く身体を引き逃れようとするが、あくまでスキンシップの一環だというような態度だ。

　この手のタイプは妙にプライドが高いので、露骨に反抗すれば逆上するかもしれない。

　そうなれば今よりもっと面倒なことになるだろう。

　正直鬱陶しいけれど、別に我慢できないほどでもない。

　もうじき木村さんも戻ってくるだろうし、それまで適当にやり過ごそう。

「吉川。ちょっといいかー」

　そう思い耐え忍んでいると、日下部さんが大声で私の名前を呼んだ。

　何事だろうと視線を向けると、日下部さんのテーブルに来るようちょいちょいと手招きされる。

「あ、はい……っ！」

　正直助かった。これ以上ないタイミングだ。

　私は男性社員に軽く会釈して立ち上がる。

（でも、一体私に何の用なんだろう……）

　ずっと人の輪の中で楽しそうに喋っていて、私なんてお呼びではない雰囲気だったのに。

「あの、何でしょう？」

「まあ、座れよ」

　ポンポンと空いていた隣を指定される。

「はあ……」

　日下部さんのいたテーブルのメンバーは各々盛り上がっていて、誰も私を特別気にしていない。

　高橋さんは今部長に捕まっているようで、数名の社員と共に部長の武勇伝をヨイショしていた。

　私は少し緊張しながら日下部さんの隣に腰を下ろす。

「あの、どうかしましたか？」

　私が尋ねると、日下部さんは私の顔をじっと見つめた。

　いつものふざけた様子とは違う、真剣な表情に胸がドキッとする。

「あーいや、お前さあ……」

　日下部さんは少しだけ眉を寄せた。

（あれ、怒ってる……？）

　気のせいかもしれないけれど、どこか機嫌が悪そうだ。

　私が何かしたのだろうか。

　いつもと違う雰囲気の日下部さんが少しだけ怖い。

　私はただじっと言葉の続きを待つ。

「……いや、何でもない。八つ当たりしそうだしな」

「へ？」

　今度は私が眉を寄せる番だ。

　途中まで言いかけて、一体どういうことなのだろう。

「ちょっと、気になるじゃないですか」

「あー、気にすんなって」

「いや、無理ですよ。余計気になって今日の夜眠れないですから！」

　私も少し酔っているからか、いつもより饒舌だ。

　思いっきり不満です、という顔で日下部さんを睨む。

　私の頑固な態度に日下部さんは珍しくたじろいだ。

「まーアレだ。その……お前がろくに席移動もしてなかったから、呼んでやろうと思っただけで」

「はあ……」

　それっぽい理由でお茶を濁されてしまう。

　だが呼んでもらえて助かったのでこれ以上追及しないことにする。

「あれ、吉川さん！」

「どうも、お邪魔してます」

　お手洗いに行っていた安藤さんが、日下部さんの向かいの席に戻ってきた。

　安藤さんは、私に何か飲む？　と机の傍に置いてあったメニュー表を渡してくれた。

「ありがとうございます」

　今日はいつもより飲んだけれど、あと一杯ぐらいなら平気かもしれない。

　どれにするか迷っていると、日下部さんは私の手からメニュー表をひょいと奪った。

「すみません、ウーロン茶一つ下さい」

「ちょ、ちょっと日下部さん!?」

　私が決める前に勝手に注文されてしまった。

「気づいてるかどうか分からないけど、結構顔赤いぞ」

「嘘、本当ですか？」

　両手で頬を抑えてみると、確かに熱を帯びていた。

　普段あまり顔に出ないと言われているだけに、自分でもびっくりだ。

　日下部さんはやれやれと呆れた様子で私を宥めようとする。

「いつもよりペース早いだろ。大人しくウーロン茶にしとけって」

　上司命令だ、と言われ、そんなことに権限を使わないでほしいと思ったりもしたけれど、それが日下部さんなりの優しさだということも知っている。ここは素直に頷いた。

　だがふと、不思議に思う。

（あれ、私日下部さんの前で飲んでないのに……）

　何で私のペースを知っているのだろう。

　もしや私が日下部さんを気にしていたように、日下部さんも私のことを気にしていたのだろうか？

（まさか……ないない）

　妙な期待を抱きそうになって、すぐに頭から打ち消した。

　馬鹿みたいだと笑いそうになる。

「お、優しい上司だな。じゃあ吉川さんの分もお前が代わりに飲まななきゃな」

　思いを馳せていると、安藤さんは空いた日下部さんのグラスに瓶ビールを注ぐ。

　日下部さんは苦い顔をしつつも、ぐびっとビールを飲み干した。

「お待たせしました」

　しばらくして頼んでいたウーロン茶が届いた。

　私は冷えたウーロン茶を飲みながら、隣の日下部さんをちらりと盗み見るが、すぐに気づかれてしまう。

「何だよ」

「いえ……」

「俺の顔に何かついてる？」

「いえ、本当に何でもありませんので」

　誤魔化そうとする私を見て、日下部さんはどこか楽しそうだ。

　向けられた笑顔に胸の鼓動が早まるけれど、私は自分自身に言い聞かす。

（勘違いしちゃ駄目）

　どうせ選ばれるわけないのに、自分だけ特別だなんて望みのない期待をしては駄目だ。

　ウーロン茶の冷たさに冷静さを取り戻す。

　どんどん夢から現実へと酔いが醒めていく感覚がした。







　飲み会が終わったのは夜の十時が回った頃だった。

　店を出ると夜風が火照った頬を撫でて気持ち良い。

　私は途中で休憩したこともあって、随分酔いは醒めていた。

　一方日下部さんは、あの後もどんどんビールを注がれていて、私から見ても結構飲んでいたように思う。少しだけ目がとろんとしていた。

「お疲れさまでした」

　全員店から出た後、軽く別れの挨拶をして解散となる。

　ここから自宅まで距離がある社員は部長がお金を渡してくれたため、タクシーで相乗りして帰宅することになっている。

　合同飲み会への参加が初めてだった私は、誰と一緒に相乗りすればいいのか分からず途方にくれていた。

「ほら、吉川行くぞ」

「えっ？」

　そう言って私の腕を引いてくれたのは日下部さんだ。

　私は突然のことにきょとんとしてしまう。

「タクシー乗るだろ？」

　日下部さんが目配せする先には、既にタクシーの助手席に乗り込んだ木村さんがいた。私に向かって手招きしてくる。

「吉川さーん。おいでおいで、乗るよ」

「あっ、はい……」

　確かに家の方角は一緒なのだけれど、こうして誘ってくれたことが嬉しい。

　日下部さんはまだ残っていた安藤さんたちに軽く挨拶すると、私と共に後部席へと乗り込んだ。

　扉が閉まるとタクシーが動き出す。

「とりあえず、大通りのほう向かっていってもらっていいですか？」

　最初に向かったのは三人の中で一番近い木村さんの家だ。おそらくその次が日下部さんで私が最後だろう。

　木村さんは道が複雑だからと、タクシー運転手の隣で細かい道の指示をしている。

「あー飲み過ぎた。ふらふらする」

　日下部さんがシートにもたれ、艶めかしく息を吐く。

「ちょっと大丈夫ですか？　気分が悪いとか……？」

「あーうん、大丈夫大丈夫」

　だが声に覇気もないし、どこかぼーっとしている。

　タクシーで一息ついた今のタイミングで酔いが回ってきたのだろう。

　そんな日下部を見て木村さん楽しそうに笑う。

「日下部さんって実はそこまでお酒強いタイプじゃないんだよね」

「意外ですね。毎晩飲んでるようなイメージなのに」

「でしょー」

「……お前らなぁ」

　日下部さんはのろのろと顔を上げ、不満げな視線を向けてきた気がしたけれど、私は見て見ぬふりをする。

「でも今日はいつもより飲んでたからかな、珍しいわよね」

「そうなんですか？」

　私のせいで飲まされたのかもしれないと思うと、少しだけ申し訳ない。

　タクシーに乗って十五分ほど経った頃、最初の目的地である木村さんのマンションに到着した。

　木村さんはシートベルトを外し、後部座席へ振り返る。

「じゃあ、お先に失礼しますね。お疲れさまでした」

「……ああ、お疲れ」

「お疲れさまでした」

　木村さんは機嫌良く挨拶するとタクシーから降り、マンションへ向かって行った。

　隣にいる日下部さんを見ると、晴れやかな木村さんとは対照的にまだ酔いが醒めていないようだ。

「あの、大丈夫ですか？」

「あー、うん、平気平気……」

　日下部さんは眠そうな声で、運転手に住所を伝える。

　ナビを入力するとここから五分程度の場所だった。




「あの、日下部さん降りられます？」

　日下部さんのマンションに到着し、道路わきにタクシーが停車する。

「あー、うん、降りる……」

　だが日下部さんは猫背になって身体を丸めたままだ。

　一向にタクシーを降りる素振りを見せない。

（ああもう、この酔っ払いっ！）

　こうなれば仕方がないと、私は覚悟を決める。

「ほら、しっかりして下さいよ」

　一度タクシーを清算し、酔ってフラフラの日下部さんをどうにか部屋に送り届けようとする。

　日下部さんの住んでいるマンションは外観が綺麗で、エントランスにはソファーや調度品が備え付けられていた。

　茶色で統一されたシックな雰囲気はまるで高級ホテルのようで、入るとき少し緊張してしまったのは秘密だ。

「ちょっと、着きましたよ」

　重い身体を支えてようやく部屋までたどり着く。

　とりあえずふらつきながらもちゃんと歩いてくれるので助かった。

　何とか取り出してくれた鍵で玄関を開けると、日下部さんはとろんとした表情で頭を下げる。

「あー。迷惑かけたな……、悪りぃ」

「本当ですよ。ちゃんと玄関の鍵閉めて下さいね」

「分かった、ありがとう」

　ここまで送り届ければ部下としての使命は果たせただろう。

　それに日下部さんのマンションが見れてちょっとだけ得した気分だ。

　少し名残惜しくもあるけれど、明日も仕事だし早く帰ろう。

　そう踵を返そうとしたとき。

「ちょっと、日下部さん!?」

　日下部さんがずるりと玄関で座り込み、そのまま身体を横にして寝ようとしていたのだ。

（ええええ、嘘でしょ？）

　私が帰れば鍵もかけないまま、ここで寝てしまいそうな勢いだ。最近夜は涼しくなってきたので、このままでは風邪を引いてしまうかもしれない。

　どうするべきか迷ってしまう。

「もうっ……！」

　勝手に部屋に上がることに多少の抵抗はあったけれど、ここまでくれば乗り掛かった舟だ。

　多少お酒で気が大きくなっていたこともある。

「あの、失礼させてもらいますね……」

　玄関の電気をつけると真っ直ぐ廊下があり、突き当たりはおそらくリビングだ。リビングに向かうまでの左右にいくつか部屋があって、そのどれかが寝室だろう。

　そう目星をつけ一番近い部屋を覗くと、大きなベッドが見えた。

　私はどうにか日下部さんの身体を支え、寝室まで運ぶ。

「……ちょっと水取ってきてもらっていい？　冷蔵庫に入ってるから」

「分かりました」

　ベッドの上に座り込んだ日下部さんに頼まれ、私はリビングに向かう。

　中は広く一人暮らしの男性の部屋にしては綺麗だった。

　部屋の雰囲気もモノトーンで統一されていてオシャレだと思ったけれど、今はじっくり見ている場合ではない。

　冷蔵庫を開け頼まれていた水のペットボトルを取り出し、寝室へと急いだ。

　戻ると日下部さんはスーツのまま、ベッドの真ん中に横たわっていた。

「水持ってきましたよ。もう、その格好のまま寝ないで下さい」

　寝るにしてもさすがにスーツのジャケットくらいは脱いだほうが良い。

　だがいくら名前を呼んでもスヤスヤと眠りについたままだ。一向に動く気配はない。

　私は何度目かのため息をついた。

「ちょっと……日下部さん」

　私はベッドの脇に座り、起こそうと手を伸ばす。

　でも、触れる直前で手をピタリと止めた。

（わぁ……）

　長い睫毛に、整った鼻筋。

　色気のある寝顔にうっかり魅入ってしまった。

　普段はこんなにじっくり顔を鑑賞できないし、寝顔なんてもっと貴重だ。

　起きているときよりもずっと柔らかい印象がする。普段の性格がいい加減なので、黙って寝ている姿はまるで別人のようだった。

（やっぱりカッコいいな）

　別に顔で好きになったわけじゃないけれど、顔立ちが整っているのは間違いない。

　じっと眺めていると、何だかドキドキしてしまう。自然と唇に視線が集中した。

　逞しさと品の良さが滲みている色っぽい唇だ。

　そっと手を伸ばし、触れてみたい衝動に駆られてしまう。

（……って、何考えてるんだか）

　破廉恥な想像をして、欲求不満なのだろうかと恥ずかしくなる。

　起きないならせめてジャケットだけでも脱がそうと、日下部さんの釦に手を伸ばした。

　一つ、二つ、と上から順番に釦を外していき、最後の一つに手をかけようとしたところで、日下部さんがうっすらと瞳を開けた。

「あっ……」

　私は反射的に釦から手を放す。

「悪い、寝てたんだな」

　日下部さんは額を押さえながらゆっくり上半身を起こすと、状況を把握しようと辺りを見渡した。

「あの、皺になりそうでしたのでジャケットだけでも脱がそうと……」

　日下部さんは、ああ、と頷き、着ていたジャケットを脱ごうとする。

「あっ、待って下さい！」

　釦の一番下だけがまだ途中だったので、私はベッドの上に深く座ると、慌てて釦に手を伸ばした。

　釦を外し終え、そのままの勢いでジャケットを剥ぎ取ったとき、日下部さんの機嫌が悪そうな声が聞こえた。

「なあ、吉川って誰に対してもそうなわけ？」

「……え？」

「その警戒心ない感じ」

　思わず顔を上げると、日下部さんと瞳がぶつかった。

　その距離の近さに私の心臓が早鐘を打つ。

（あ……っ）

　夜に二人きりで男性の家。ベッドの上。

　どうせ何も起こらないと思っていたとはいえ、警戒心がないと言われても仕方がない状況だ。

　さすがに動揺してしまい、私は必死で弁明する。

「あっ、いえ……違うんです。今はただその、致し方ない状況なだけで」

　不可抗力なのだと説明していると、突然日下部さんの大きな手が、私の右手首をそっと掴む。

　急な手の温もりに、私は困惑した。

「あ、あの……」

「でも今日の飲み会でもグイグイ来られてただろ？」

　もしや二課の男性社員のことだろうか。まさか見られているとは思わなかった。

「……あ、あれは……向こうが酔ってただけですし」

「触られてたのに？」

（あっ……）

　指を指で絡められる。付け根を指の腹で擦られ、その動きが妙に官能的だ。指の熱だけでぞくっと身体を震わせてしまう。

「っ、それは……」

　私は混乱していた。

　この状況は一体何なのだろう。

　普段の日下部さんとは明らかに違う、異質な雰囲気だった。

　ただ分かるのは、例え名残惜しくとも今はこの手を振り払わなければ駄目だということだ。

「もう、酔い過ぎですよ……」

　私は誤魔化すように笑うと、そっと手を引いて拘束から逃れる。

（この女たらし……）

　こんな態度、勘違いしてしまう。

　日下部さんは思った以上に酔っているようだ。これ以上ここにいるのはきっとよくない。

　私はベッドからスッと立ち上がり、日下部さんのジャケットに手を伸ばす。

「……なあ、帰るの？」

　ベッド脇に座った日下部さんがいつもよりも甘い声で訊ねてくる。

　深読みしては駄目だと自身に言い聞かせながら、吊るされていたハンガーにジャケットをかけた。

「そりゃ、そろそろいい時間ですし帰りますけど……」

　ふーん、と日下部さんはつまらなさそうな声を上げる。

「なあ、俺はもう少し一緒にいたいんだけど？」

　手に持っていたハンガーを落としそうになった。

「っ、何言ってるんですか……」

　動揺で声が震える。

　ちらりと視線を向けると日下部さんは余裕そうな表情を浮かべていた。

　どういうつもりで言っているのだろう。

　だが、どちらにせよ本気にしては駄目だ。

　きっといつもみたいにからかっているだけだろう。真に受けて損するのは私だ。

　私はハンガーを元あった場所へ戻し、日下部さんを窘めようとする。

「もう、酔っ払いは面倒くさいです。そういう冗談は……──」

「冗談じゃないっていったら？」

「えっと……」

　真剣なトーンに思わず息を呑む。

　ヒリつく空気を感じ、私は誤魔化すように視線を逸らした。

　これ以上一緒にいては駄目だと私の本能が警告する。

「あ、私……もう行きますね」

　酔っ払いの上司を家に届けた。もう十分使命は果たせただろう。

　今ならまだ酔った上での軽いやりとりだ。

　これ以上妙な雰囲気になる前に、この部屋から立ち去ろう。そう思い日下部さんの前を横切ろうとしたとき。

「えっ……、あっ……」

　突然、腕をぎゅっと握られた。

　私は分かりやすいほど狼狽えてしまう。

　腕を振り払うこともせずそのまま立ち竦んでいると、日下部さんが立ち上がり私の正面に立つ。

「帰るの？」

　両腕を掴まれ、そのまま胸元までぐっと引き寄せられた。

　指先でそっと頬を撫でられ、私の肩はビクッと震える。

（えっ、えっ、これって……）

　今何が起きているのだろう。

　反射的に俯くと、顎をくいっと掴まれた。

　そして──。

「っ……」

　顔を上げた瞬間、柔らかい唇が荒々しく唇へと重なった。

　ほのかに香る酒の匂いが、口の中に広がる。

（うそ……）

　ねっとりとした熱い舌が歯列を割って、私の舌を絡めとってくる。

「んっ……」

　くちゅくちゅといやらしい音が部屋中に響く。

「っ、はあ……」

　逃げようにも首の後ろと腰にぎゅっと手を回されていた。

　濃厚な舌同士の交わりに、うまく息ができず、次第に酸欠でくらくらしてきた。

　しばらく執拗な舌先に翻弄された後、ようやく唇が解放される。

「っ……は、はぁ……」

「本気って理解できた？」

　日下部さんは熱っぽい視線を向けたまま、いたずらっぽく笑う。

（キス……？　へっ、キスした？）

　私の頭は突然の事態に混乱してしどろもどろになる。

「あ、えっと……それはまあ……じゃなくて」

「よかった」

「きゃあっ……っ」

　そのまま横抱きにされ、ベッドの上に下ろされる。

　日下部さんもベッドの上に乗り、ぎしっとマットレスの軋む音がした。

「え、あの……」

　私は上半身を起こし、身体を寄せてくる日下部さんから逃げようと、後ろへじりじり下がる。

　日下部さんは鬱陶しそうにネクタイを外し、その仕草がすごくセクシーだ。

　でも今はそんなことを考えている場合ではなく、私は混乱しながらも両手でどうにか日下部さんの胸を押しのける。

「あの、何でこんな……急に」

「俺、前からずっとこうしたかったんだけど？」

　それは一度、私と寝てみたかったという意味だろうか。いわゆる味見的な。

　でもそんなタイプにも思えない。

（じゃあどうして？）

　部下に手を出すわけがないという会話も以前聞いていたし、急にこんなことを言われたら正直パニックだ。

　ただひたすらその言葉の真意が分からない。

　単純に酔った勢いでムラムラして寝たいということなのだろうか。

　それなら多少なりとも理解出来る。大人の男女ならそういうことだってある。

「で、でも……」

　だからといってこのまま流されていいのだろうか。

　私が戸惑っていると、日下部さんはふっと笑う。

「つーか、吉川も俺のこと好きだって思ってたけど？」

「……っ！」

　顔が燃えるように一気に熱くなる。

　もしや私の気持ちが筒抜けだったのだろうか。

　そんなわけない、と必死で平静を装うとする。

「……じ、自意識過剰じゃないですか？」

「さっきだって、俺の寝顔をじっと物ほしそうに見てなかったか？」

　予想外の指摘にギョッとしてしまう。

「……なっ、起きてたんですか？」

「欲情したエロい顔してたけど？」

「あれはただ、寝顔が珍しかっただけで……」

　やましさがあるだけに歯切れが悪くなる。

　日下部さんは全てを見透かしたような意地の悪い表情だ。

　寝ていたと思っていたのに、何て性格が悪いのだろう。

　けれど好きなのかと問われて、素直にうんと言えるような可愛い性格ではなかった。

　私はただ何も言えず口ごもるしかない。

「ほーら、そういうとこ。ほんと分かりやすいよな」

　ちゅっと、軽く触れるだけの口づけをされる。

「やっ……」

　私はキスから視線を逸らし、突き放そうとするけれど、その手に力が入らない。

「ほら、俺のこと好きなんだろ？」

　好きって顔してる、と日下部さんはせせら笑う。

「……っ、知りません」

「否定しないってことは、好きだって言ってるようなものだよな？」

「そんな都合のいい解釈……っ」

「ひどいな、俺は好きだよ、吉川のこと」

（あっ……）

　ずっと、ひそかに夢見ていた言葉だ。

　耳元で甘く囁かれ、腰が砕けそうになる。

　明らかに動揺して何も言えなくなっている私を見て、日下部さんは愉しそうに口元を緩めた。

「はは、その表情可愛いな」

　愛おしいものを見つめるような瞳に、胸がきゅっと締め付けられる。

（日下部さんは卑怯だ……）

　そんなはずないのに、まるで本当に私のことが好きだと錯覚してしまいそうになる。

「俺のこと、好きじゃないならちゃんと言葉にしろよな？　そんなに俺のこと好きって目で見つめないでさ」

「違っ……んっ」

　言葉の途中で唇を絡めとられた。

　舌がくちゃくちゃと絡み合う深い口づけに、互いの呼気が交じり合う。

　そのまま背中がベッドへと沈み、いつの間にか押し倒されていた。

「っ……はぁ、はぁ……」

　ようやく口づけから解放されたと思うと、今度は日下部さんの手が胸のふくらみに触れた。

「ひゃっ……」

「本当に嫌なら、ちゃんと拒めよな？」

　日下部さんの瞳にいつもの余裕がない。

　真剣な眼差しは、蠱惑的な色気を孕みながらもひどく張り詰めていた。

（ずるい……）

　拒めるはずなんてなかった。

　だって、ずっと好きで憧れていた相手だ。

　好きな人にこうして迫られれば、もう逃げ場なんてない。

　それにきっと、こんな風に触れられることなんて、今を逃せばもう二度とないだろう。

　酔った勢いだって分かっている。

　日下部さんの言葉が本気だと素直に信じるほど初心でもない。

　でも、今だけだとしても、好きと言われたら受け入れる理由には十分だ。

　私の酔いはもう随分醒めていた。

　でも今なら互いに酔った勢いだと言い訳して、身を委ねることだってできる。

「あの……」

　私は少しだけ上半身を起こすと日下部さんの腕をぎゅっと掴む。

「どうした？」

「その、……」

　ああ恥ずかしい。

　甘えることが苦手だから、こんなこと、今まで言ったことない。

「……や、優しくしてくださいね？」

　視線を逸らしながら、ぼそりと声に出す。

　精一杯甘えるように言うつもりだったのにきっと失敗だろう。でも言葉に出来ただけで自分で自分を褒めたいと思う。

「はっ……やばいな」

　日下部さんはそんな私の態度を見て自嘲気味に笑う。やはり上手くいかなかったのだろう。

「ああ、……善処するさ」

　抱き寄せられ唇を塞がれる。

　そこからはなし崩しだ。合意の上ではじまってしまえばもう言い訳はできない。

　日下部さんが私の着ていたトップスとキャミソールをたくし上げると、ピンクのブラジャーが露わになる。

　きゃっ、と小さな悲鳴を上げると日下部さんが楽しげに笑った。

「ははっ、声も可愛いな」

　興奮する、と勝手なことを言いながらブラジャーのホックをぷつっと外す。

「あっ……」

「ほら、ばんざいして」

「え？」

　言われるがままに従うと上半身の服を全てはぎ取られた。

　日下部さんはシャツと下に着ていたインナーを脱ぎ、引き締まった身体が視界に飛び込んでくる。予想以上の色気だ。

　私はさすがに少し照れくさくて腕で乳首を隠そうとするけれど、すぐに手首を掴まれ押しのけられる。

「ほら、隠すなって」

「いやでも……」

　日下部さんの手のひらが乳房全体をぎゅっと包み、円を描くように揉みほぐす。

　ときおり指先が乳首を弾き、その度にぞくりと身体が愉悦に震えてしまう。

「へえ？　ここが好きなんだな」

「ひゃあ……!!」

　その反応に気を良くした日下部さんが、人差し指で執拗にこりこりと乳首の先を責め立ててくる。

「ああっ……やっ……」

　繰り返し愛撫され、身体がじんと疼くと共に、乳首もぷっくりとカタチを主張しはじめた。

　日下部さんは顔を埋め、舌で赤く腫れた乳頭をじゅるりと舐めた。

　新しい刺激にびくっと、肩が揺れてしまう。

　ちゅっちゅと吸い付いたと思うと舌先で先端を弄ばれた。

「もっ、やあっ、あっ……」

　もう片方の乳首もぐりぐりと指で愛撫され続け、自然と腰が揺れてしまう。

　乳首がこんなに感じる場所だなんて思ってもみなかった。

「はっ……あっ……」

　私が息を漏らす度に日下部さんの目が鋭くなり、その欲を帯びた眼光に私の身体が熱くなっていく。

「んっ、……やっ」

　下腹部の奥がきゅんと反応し、胸の刺激だけでは物足りなくなる。

　下にも触れてほしいと、誘うように身体をくねらせてしまう。

　すると私の気持ちを見透かしていたかのように、日下部さんの片方の手がスカートの中へと潜り込む。

「んっ……」

　ストッキング越しに内太股を下から股に向かうようにツーッと撫でられ、思わず甘い声が口から漏れてしまう。

　だが指は一番触れてほしい場所には辿り着かず、脚の付け根を撫でまわした後、スカートを下着が見えるほど捲られた。

　そしてそのままストッキングを下まで一気にずり下ろされる。

　地肌がむき出しになり、脚がスースーする。

　するとさんざん焦らされた場所を、下着越しに指先がぐりぐりと触れた。

「ひゃっ……」

「ここ、もう濡れてるんだけど？」

　日下部さんは私の反応を見てふっと口元を緩めた。

　私は羞恥で頬が熱くなる。

　そんなこと言わないでほしい。直接見なくても感触で下着が汚れたことは分かる。

「やっ、ちょ……っ」

　すると今度はスカートをズルズルと剥ぎ取られ、ショーツだけになってしまう。

　乳首に吸い付きながら下着の中へと指を添わされると、くちゅり、と耳を塞ぎたくなるような恥ずかしい音が部屋に響く。

「んっ、ひゃっ……」

「ドロドロじゃないか、やらしいな」

「ちがっ……」

　邪魔だな、とショーツも脱がされてしまった。

　私は咄嗟に脚を閉じて隠そうとするけれど、すぐ身体を割り込まれ、両脚をぐっと大きく広げられる。

　そして再び指先が奥へと進んでいく。

「あっ……やっ……」

　こうして誰かに触れられるのは久々なのに、身体の奥は愛液でとろとろに濡れてしまう。

　いくら日下部さんが好きだからって、なんて単純な身体なんだろう。

「あの……私も何かしたほうが……？」

　このままずっと受け身でいいのか分からなかった私は、上半身を起こし、おそるおそる尋ねてみる。

　日下部さんは、軽く目を見開いた後、すぐに意地の悪そうな笑みを浮かべた。

　言わなければ良かったかもしれない、と少しだけ後悔する。

「じゃあ、これ触ってくれる？」

　手首を掴まれ、おもむろに股間に導かれた。

「きゃっ……」

　そこには硬くなったものが存在し、反射的に手を離してしまう。

「何だよ、傷つくな」

「だ、だって急に……驚きますよ」

　服の上からでもはっきりとカタチが分かる。

　日下部さんも興奮してるのだと思うと、私までどきどきしてしまう。

「えっと、じゃあ……」

　とはいえ何かすると言ったのは私だ。覚悟を決めて日下部さんのスラックスと下着をずり下ろす。

　すると屹立したものが勢いよく飛び出してきた。私はごくりと息を呑む。

　ちらりと日下部さんの顔を見ると、いつもの涼しい顔とは違い少し余裕がなさそうだ。

　私は仰向けになった日下部さんの脚を跨ぐように四つん這いになり、そっと固くなっているものに手を添えた。

「その、失礼しますね……」

　そう宣言し、手を優しく動かしてみる。

　上下に扱き上げているうちに、より硬さを増し膨張していった。

「っ、……」

　日下部さんの息の荒さを感じ、私はもっと気持ち良くなってもらいたいと思った。

　私はおそるおそる唇を寄せると、ぱくりと先端を口に含む。

（えっと、どうしたらいいんだっけ……）

　見切り発車で始めたものの、口でした経験はあまり多くない。アイスを舐めるようにペロペロと舌を使ってみると、頬をそっと指先で撫でられた。

「くすぐったいな。ほら、少し奥まで咥えて上下に擦るんだよ」

　両手で根元を掴むと、言われた通りに頬張ってみる。よく分からないまま、上下に顔を揺らすと喉の奥に異物感を感じ、うっと苦しくなる。

　口の中からだらりと唾液が零れ、根元にまで伝う。

「同時に手で擦って……うん、上手だな、気持ちいいよ」

　日下部さんは余裕そうに言うが、その表情は赤く上気していた。

　偉いな、と褒められただけで身体が高揚する。

　仕事だってこうして褒められると、いつも嬉しくてたまらなかった。

　こんなことでも日下部さんに褒められることが嬉しくて、もっと喜ばせたいと思ってしまうのは惚れた弱みだと思う。

「うん、手はもっと優しく……そうそう、舌をもっと使って。ちゅーって、ストローみたいに……はあ、くそ、その顔たまらないな……」

　気持ち良くなってもらおうと必死になっていると、私の身体も火照ってくる。

　今舐めているものが自分の奥を貫く想像をして、身体の奥がじんわりと濡れるのが分かる。

「うん、ありがとう」

　途中でもういいよ、と止められてしまった。

「あっ……」

　もう少しでイかせていたかもしれないのに。

　恨みがましい目で見つめると頭をくしゃっと撫でられた。

「頑張ってくれたところ悪いけどせっかくだし、別の場所で出したいからな」

「へ……？」

　くるりと身体をひっくりかえされる。

「ひゃっ……」

　だがすぐには挿れられず、中指が濡れそぼった場所を弄りはじめた。

　媚肉をかきわけ奥へと侵入し、ぐりぐりと中で蠢く。

「あれ、舐めながら興奮した？」

「や、違っ……」

「その割にはさっきよりびしゃびしゃだけどな」

　長い指を奥で折って、私がどこで感じるのか反応を窺ってくる。

「あっ……」

「エロい身体」

　今までとは違う身体を駆け抜けるような甘い刺激に、思わず嬌声が溢れてしまう。

　見つけた、と日下部さんの指は水を得た魚のように生き生きと動き、感じるところをこれでもかというぐらいに激しく責め立てる。

「あ、駄目です……や、や、やあっ……」

　深くてじんとくる愉悦を膣の中で感じた。何か上り詰めてくるような感覚が身体中を襲う。

　やだやだと頭を横に振っても指の動きは止まらない。むしろ激しくなり、絶頂へと誘う。

「や、駄目駄目ッ……」

「イキそう？」

「あ、やっ、んんっ……！」

　その瞬間、ぶるぶると身体が震え頭の中が真っ白になる。

「……イったんだ？」

　その言葉に自分が日下部さんの手でイかされたのだと気づいた。

（……っ、うそっ……っ）

　身体の熱を落ち着けるように、深く息をする。

　その隙に、日下部さんは素早くベッド脇にあった引き出しからコンドームを取り出すと、手慣れた様子で身に着けた。

「──何だよ？」

　冷ややかな視線を送っていると日下部さんは少しだけ眉を寄せた。

「……いえ、随分慣れてるんだなって」

　遠回しに遊び人だと嫌味を言ってしまう。

「違うって。前から思ってたけど俺のイメージ悪すぎだよな」

「だって……」

　そこで口を噤む。これ以上の文句を言う資格なんて私にはない。

「お前さあ、俺が遊んでないことはいつも一緒にいるお前が一番知ってるだろ？」

　少しだけ拗ねた物言いの日下部さんだ。

　でも、と言い返そうとしたとき、身体をぐいと抱き上げられた。

「きゃっ！」

　日下部さんと向い合うようにして腰の上に馬乗りになり、コンドームのついたものがお腹に当たった。

　体勢に驚いていると、ぐいっと顎を掴まれ正面を向かされる。

「んんっ……っ」

　噛みつくようなキスだ。

　激しく口を塞がれ、舌を何度もくちゅくちゅと絡まされる。

　感情のこもった、まるで愛されていると錯覚しそうになるキスだ。

　頭がくらくらする。酸欠になりそうだ。

「はあ、……はあ」

　ようやく口づけから解放されたと思うと、耳朶を甘嚙みされる。

「お前は馬鹿なこと考えずに、俺に愛されとけ。……な？」

　耳元で熱っぽく囁かれ、ぞくぞくと身体が震えた。

　そして日下部さんの両手は私のお尻をぐっと掴みにすると、そのまま蜜口を根元まで引き寄せた。

　ぐりぐりと擦られ、敏感な突起がじんと反応する。

「や、それ……っ、あっ！」

　思わず甘い声が漏れてしまう。

　擦れ合う度にくちゅりという粘液が響き、たまらなく卑猥だ。

　いい加減苦しい。

　下腹部がより強い刺激を求めて、ヒクヒクとほしがっているのが分かる。

「なあ、このまま自分で挿れる？　それとも挿れてほしい？」

　意地の悪い質問だ。そんなこといちいち聞かなくていい。はやく挿れてほしい。

　きっとわざと選択肢を与えることで、私の意思を確認しているのだ。

「もう、最低です……っ」

　もどかしくて仕方がない。

　空いた手で乳首をコリコリと弄られる。奥がヒクついて限界だ。

　焦らす意地悪な日下部さんに反抗する意味も込めて、私は自分で挿入することを選択する。

　可愛くおねだりすることが苦手だということもあるけれど。

「んっ……」

　膝で立ち根元を掴むと、そっと腰を下ろして蜜口に馴染ませる。

「っ……」

　ぐちゅりといやらしい音が耳に響く。その間も日下部さんの手は落ち着きなく私の乳房を揉み続け、乳首を刺激してくる。身体の火照りが止まらない。

　もうっと睨みつけるが、日下部さんは余裕のない表情で軽く笑うだけで私への愛撫をやめなかった。

「ああっ……」

　こんなはしたない姿、恥ずかしすぎる。でもそれ以上にたまらなく気持ち良い。

　早くこの滾ったものをナカに受け入れたくて仕方がない。

　日下部さんも同様に限界なのは、切なく緩められた目元を見れば分かる。

「んっ……」

　腰を浮かせたまま、握った肉棒の先端をぐりぐりと動かし、挿入できるよう入り口を馴染ませた。

　そしてゆっくりとそこに栓をするように腰を落としていく。

「っ……あっ」

　だが、大きくてなかなかうまく挿入できない。

「ほーら、ゆっくりでいいから」

　もたついていると日下部さんの優しい声がかかる。

　私はこくりと頷いた。

「……んっ、はい」

　私は少しずつ慣らすように身体を上下させながら、狭い場所の膣肉をゆっくりとこじ開けていく。

「っ、はぁ……っ！」

　ぐぐっと押し広げるようにナカへと侵入すると、予想以上の太さと長さに身体がビックリしてしまう。

「っ……、やっ、待って……」

　このまま全体重をかけて、もっと深い場所を貫かれるのが怖い。

　腰を浮かし、一旦引き抜こうとしたとき──。

「……ッ！」

　尻を強く鷲掴みにされ、ぐっと前へと引き寄せられた。

「ああっ、……っ！」

「散々焦らして、どこいくつもりだよ？」

　狂暴なサイズのものが根元まで深く挿れられ、その予想以上の圧迫感に身体が少しだけ竦んだ。

「ちょっと、待ってくださ……」

「ようやく挿ったのに、出ていくなんて寂しいだろ？」

　ほら、と親指でぐりぐりとクリトリスを刺激され、思わず結合部を確認してしまう。

（あっ……）

　改めて今、私が日下部さんと繋がっているのだと思い知らされる。

　まるで夢みたいだ。

　でも身体に感じるこの痛みや、伝わる息遣いが確かに現実だと告げていて──。

「おい、考え事か？　ぼーっとしてんな、よっ……」

「っ……やっ」

　ぐいっと、腰を突き上げられ思わず声が溢れ出る。

「はは、ナカきついな……」

　それもそのはずだ。もう何年もしていないのだ。

　いきなりの深い挿入に、どうにか慣れようと耐えていると、頬を撫でられ慰めるようにキスを落とされた。

　腰を掴まれ、下からトントンと突き上げられる。何度も襞をぐりぐりと擦られる度に甘い疼きが全身に広がっていく。

「あ、ちょっと、っ……」

　ちゅっと乳首を貪られ、ピクッ背中が仰け反った。

　自分のものと思えないような嬌声が漏れる。

「やっ、ん、ああああっ……」

　姿勢を真っ直ぐ保っていられない。

　バランスを崩しそうになって、日下部さんの首に縋るように抱きついてしまう。

「あっ、あっ、あっ……あっ」

「よしよし、動けないなら俺が動いてやるから」

　あやすように頭を撫でられたと思うと、一度ずるりと引き抜かれた。

「ひゃっ……」

「ほーら、ねんねしろって」

　そのまま身体を横にごろんと倒され、正常位の体勢になると、両脚をぐっと大きく開かれた。

「ちょ……っ」

　日下部さんは自身の根元を掴み、先程まで受け入れていた場所にくちゅりと添わせる。そして、腰をぐぐっと突き入れてきた。

「っ……ひゃあっ」

「はあ、とろとろで気持ち良いな……」

（奥まで挿ってる……）

　ナカがほぐれていたから、さっきのような痛みはない。

　けれど先程とは違う角度で深い位置まで挿入し、何度も前後に抽送されると、ぞくぞくと甘い刺激が全身に駆け抜けていく。

「っ、……んっ」

「馬鹿、声、我慢すんなって」

　奥へと突き刺すような腰の動きに、耐えていた嬌声が零れ出る。

「やっ……ああっ」

「ほんと、お前可愛いな……」

　ぼそりと甘い声が日下部さんの口から漏れた。

「……っ、ああっ！」

　わざと激しく責め立てられ、声を押さえることが出来ない。

　擦られる度に奥から愛液が溢れ出し、ぐちゃぐちゃと卑猥な音が耳に届いてきた。

「っ、あっ、くさかべ、さ……っんん、や」

　私が聞こえているということは、当然日下部さんの耳にも聞こえているわけで、そのことを証明するかのように、日下部さんの表情はいじわるだ。

「……はっ、気持ちいいか？」

「っ、……」

　言わないで下さい、と目で訴えかけてみるけれど、逆効果だったみたいだ。

「なあ、そんなに煽るなって。……、無茶苦茶したくなるだろ？」

「煽ってなんか……っ」

　びくびくと震えながら突き上げられる感触に耐えていると、ぐっと腰を抱えられた。責め立てるように挿入され、頭が真っ白になる。

　身悶えるような愉悦が身体中を襲い、ぎゅっと瞳を閉じた。

「締め付けて、離れたくないっていってるみたいだ」

「そんなこと、んんっ……」

「いつも澄ましてるくせに、こんなときにすっげーエロいだなんて……反則」

「っ、エロくなんか……」

「ずっとこのやらしい顔を見てみたいって思ってたけど、……想像以上だ」

　ぐぐっと最奥まで腰を深く突き立てられる。

「ああっ……、や、そこ……っ」

「ほら、まだへばるなよ」

　続けさまに体位を変えられ、今度は四つん這いになる。

「え、うそ……ひゃっ……」

　そろそろ体力的にも限界だ。

　背後からぬぷりと挿入される。

「っ、はあ……、気持ち良いな」

　腰を両手でぐっと掴まれ、激しくナカを揺さぶられてしまう。

「あっ、はげし……、やっ」

「奥、突く度に締まるな……っ」

　パンパンと肌がぶつかり合う音と共に、結合部の音がいやらしく響く。

　背中をそっと撫でられると、ぞくぞくと粟立つような感覚がした。

　日下部さんは背後から私の腕をぐっと持ち上げ、私は中のものを抜かないまま上体を起こす。

　膝立ちの状態のまま後ろから両腕を掴まれ、その体勢で再び激しく突き立てられた。

「やっ、はっ、……深っ……」

　先ほどと違う体位での挿入だ。奥まで深くえぐり、ぎゅっと中が締まるのが分かる。

　最奥を何度も突き上げ引き摺り出されると、上りつめるような愉悦を感じた。

「ひゃあ、駄目っ、あああ、やっ、もう……っ」

　腰を動かされる度に気持ち良くて、羞恥心が死んだように声を漏らしてしまう。

　いつの間にか自然と瞳が潤んでいた。

　日下部さんの手はじんわりと汗ばみ、耳元ではあはあと息を乱している。

「っ、はっ……悪い、優しくしたいけど、……っ」

「あっ、まって、無理、もっとゆっくり……、ああっ！」

　ぐっと奥まで突き入れられ、ビクッと肩が震えた。

「っ、俺にはそんな余裕なさそうだ」

　その申告の通り、日下部さんは容赦なかった。

　腰の動きがどんどん早くなり、一気に絶頂へと導かれてしまう。

「ひゃ、駄目、あっ、んんんンンっ……」

「っ、くっ……っ」

　ぎゅっと背後から抱きしめられ、腕の力を込められる。

　ナカのものがどくりと脈打つ感覚がし、その瞬間びくびくと中が痙攣した。

　目の前が急に真っ白になる。

「……あっ」

「はあ、……はあっ、可愛いな」

　乱れた呼吸を落ち着けようと大きく息をしていると、頬を寄せ優しく口づけされる。

「んっ……」

　一度ナカのものがずるりと引き抜かれ、少しだけ喪失感を覚えながらベッドの上に横たわっているときだ。

「えっ、何してるんですか？」

　起き上がった日下部さんは再びコンドームを取り出し装着する。

「ちょ、待ってくださ、私イッたばっかり……」

「はは、悪いな……せっかくだしもう少し付き合ってくれよ」

「うそっ……」

　日下部さんは意地の悪い笑みを浮かべると当然の覆いかぶさってくる。

　脚を大きく開かれて甘い表情で見つめられれば、私も抵抗なんて出来やしない。

「あっ、ちょっ、ああ……っ」

　先ほどまで受け入れていた場所に深く埋め込まれ、容赦なく責め立てられてしまう。

「や、日下部さ……っ」

「くそ、気持ち良すぎる。たまらないな……っ」

「あっ、や、っ、ああっ……んっ！」

　身体に刻み込むように激しく求められ、私はいつの間にか意識を失ってしまっていた。
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　カーテンの隙間から差す光で目が覚めた。

　隣を見ると日下部さんがすやすやと寝息を立てて眠っている。

「……へっ？」

　そこで私は昨夜、自分の身に起こったことを思い出した。

（そうだ、私……）

　どうして流されちゃったんだろう。

　確かに同意はしたけれど一晩経って冷静になった。

　脱ぎ散らかされた服に、身体には噛み痕やキスマーク。散乱したコンドームのゴミが生々しい。

　ベッドの脇に脱ぎ捨てられた服と、下半身のだるさが昨晩のことが嘘じゃないと告げてくる。

（五時半……）

　混乱しつつ先に時間を確認する。

　今はここでゆっくり悩んでいる暇などない。

　いろいろ思うことはあるけれど今日も仕事がある。

　幸い今から家に帰って支度する時間は十分だ。

　服も着替えたいし一度シャワーも浴びたい。スマホの充電もあまりない。

　これが恋人の家ならまだしも勢いで寝た上司の家だ。シャワーを勝手に借りるのも気が引けるし落ち着かないので早く帰らなければ。

　こっそりと起き上がり身支度を整える。

　化粧もろくに落とせてない酷い顔は、鞄に入れておいたマスクで誤魔化した。

　支度を終え、寝ている日下部さんを見る。起こして出ていくかべきか迷っていると、日下部さんがゆっくりと身体を起こす。

「……っ、あれ……吉川？」

　まだ頭が覚醒しきっていないのか日下部さんは寝ぼけた様子だ。

　なるべくなら顔を合わしたくなかったけれど、これで挨拶ぐらいはできる。

「おはようございます。一度家に帰るのでもう行きますね」

　視線を逸らしながら、何事もなかったようにクールに伝える。本当は物凄く緊張したけれど、いつものように振舞えただろうか。

「……帰るって……おいっ！　ちょっ……」

「お邪魔しました」

　日下部さんは慌てて呼び止めようとするが、私は足早に部屋を出る。

　吉川、と名前を呼ばれたけれど聞こえないふりをしてしまった。




　そして──。

「おはようございます」

　いつもの感じで挨拶をして、自分の席に着く。だが内心はひどく憂鬱だ。

　今日ほど会社に行きたくないと思った日はないだろう。

（いつも通り平常心、平常心）

　ふう、と心を落ち着け、自販機で買ってきたコーヒーの缶に口をつける。

　あれから帰宅して、熱いシャワーを浴びた。

　そして朝食を摂り電車に乗って会社に来るまで、ずっとぐるぐると昨夜のことを考えていた。

　どうして寝ちゃったんだろう。どうして拒まなかったのだろう。

　あんなふうに自分からノリノリで跨ったりして。

（ああもう、本当馬鹿!!）

　仕事で毎日のように顔を合わす相手なのに。

　そもそも家に上がり込んだことが間違いだったかもしれない。

　何がいけなかったのか、考えれば考えるほど深みにはまっていく。

（でももう、起こったことは仕方ないし）

　寝てしまった事実はもう変えられない。

　それにきっとあの状況では、私に寝る以外の選択肢なんてなかったはずだ。

　今から仕事だ。とにかくいつもどおりの日常に戻らなければ。

　まだ気持ちはぐちゃぐちゃのままだけれど、互いに大人だ。公私の切り替えはしっかりするべきだろう。

　ちらりと日下部さんの席を覗いてみると、荷物はあるけれど離席中のようだ。

「吉川さんおはよー」

「あ、木村さん。昨日はありがとうございました」

　向かいの席の木村さんが出社してくる。飲み会お疲れさまでした、と軽く挨拶すると、木村さんは朝から元気に笑った。

「昨日は久々に飲んだけど、帰りはタクシーで助かったわ」

「ほんとですね。タクシー代も出ましたし」

　同意しながら、私は鞄から手帳や書類を取り出し今日の仕事の準備をする。

　飲みかけのコーヒーをぐびっと飲みほそうとしたとき──。

「そういえば、あの後送り狼されなかった？」

「!?」

　思いがけない言葉にゴホッとむせそうになる。

「だ、だだだ、大丈夫!?」

「……朝から妙な冗談はやめて下さいよ」

「ごめんごめん。想像力豊かなほうでさー」

　急に何を言い出すのだ。おかげでコーヒーが気管に入るところだった。

　木村さんのいつもの下世話な冗談なのは分かっているけれど、今回はさすがに心臓に悪い。

　今その話題は私の心に非常にセンシティブだ。

　意外なところからの攻撃に動揺していると日下部さんがデスクに戻ってきた。

「っ……！」

　姿を見た瞬間、思わず視線を逸らした。

　数時間前まで肌を合わせていたことを思い出し、緊張してしまう。

　ちらりと盗み見ると日下部さんは課長と話し込んでいて、バタバタした様子だ。私を気にする素振りもない。

　そういえば今日の日下部さんは会議が一日中詰まっているので、朝からその準備で慌ただしいのだろう。

「そうださっき見たわよ。昨日言ってた二課に中途入社してくる人」

　木村さんに話を振られ、私は「ああ」と頷く。

　昨夜のことが衝撃過ぎて忘れていたけれど、確かにそんな話が出ていたことを思い出した。

「ちらっと見たけれど可愛いイケメンだったわよ」

「そうなんですね」

　相槌をうってはみるものの、正直日下部さんのことで気もそぞろだ。

　一課の朝礼が終わり、私は今日のタスクを確認する。

　日下部さんは忙しいのか私と話をする余裕などなさそうだった。

　それでもときおり日下部さんから何か言いたそうな視線を感じ、その居心地の悪さにビクビクしてしまう。

（どうしよう……）

　酔った勢いでワンナイトなんて初めてなので、この先どうしていいのか分からない。

『俺は好きだよ、吉川のこと』

　この言葉が本心なら、これ以上に嬉しいことはないと思う。

　でも閨の中での言葉など、あの場を盛り上げるためのエッセンスのようなものだ。

　言われて素直に信じることなど出来なかった。




（やっと終わった……）

　仕事が一段落つき一息つく。

　スマホを見ると日下部さんからメッセージが入っていた。

　一度話そうという内容で、十中八九昨晩のことだろう。

　私はしばらくメッセージを睨みつけていたけれど、気分転換に休憩室に行こうと席を立つ。

　向かいながらどう返信するか迷っていると、廊下途中で男性社員とすれ違った。

「なあ、吉川さんだよな。吉川怜奈」

「……へ？」

　背後から声を掛けられ振り向くと、そこには私と同じ年頃の、愛想のよいさわやかイケメンがいた。

　くりっとした特徴的大きな瞳には見覚えがある。

「……あれ、臼うす井いくん？」

　昔は金髪だったのですぐに分からなかったけれど、彼は私の大学時代の友人だ。

「わー、やっぱり吉川だ。めっちゃ久しぶり」

「えっ、何でここにいるの……!?」

　私の驚いた反応に彼──臼井湊みなとくんはケラケラと笑う。

「実は俺、今日からここで働くことになったんだ」

「もしかして今日から二課に中途入社した男性社員って……」

「そうそう俺のこと。ってか、吉川いるとかマジでミラクルすぎでしょ？」

　ははっとさわやかな笑顔を浮かべる。

　臼井くんは私とは対照的な溌剌とした性格だ。

　元来私とは交じわらないタイプだったけれど、大学のゼミの班が同じだったことでそれなりに話す関係になったのだ。

　臼井くんはさっぱりとしたタイプなので私も友人としては付き合いやすい。

　しかし、まさかこうして同じ会社で再会するとは思わなかった。

　私は佇まいを直し、改めてきちんと挨拶をする。

「私は一課だし関わることも多いと思う。よろしくね臼井くん」

「まじか、よろしくな。また飯でも行こうよ」

　職場の人間との食事は基本的に面倒くさいけれど、今回ばかりは昔の友人なので例外だ。私は分かったと承諾する。

「今週忙しいから来週以降なら予定は合わせられると思う」

「オッケー。連絡先一緒だっけ？」

　互いにスマホを取り出す。

　どうせなら同じゼミだった他のメンバーも誘おうと話が盛り上がっているときだ。

「あー、吉川っ！」

　背後から日下部さんの声が聞こえた。不意打ちだったので肩がビクッと揺れてしまう。

　どうやら朝から続いていた会議が一旦終わったようだ。

「悪い、ちょっといいか？」

「あっ、はい！」

　私は臼井くんにこっそりごめんと挨拶する。

「おっけー、じゃあまたな」

「うん、また今度」

　そうして臼井くんは二課のフロアへ戻っていき、私も日下部さんの元へ向かう。

「……何でしょう？」

　会社に来てからちゃんと向き合うのはこれがはじめてだ。何を言われるのだろう。メールも返していないしやはり気まずい。

「なあこの資料、人数分コピー頼んでいい？　次で使うから」

　だがどうやら取り越し苦労だったようだ。

　持っていた資料を手渡され、私は「分かりました」と承諾する。

　日下部さんの態度も、普段と変わりない事務的なものだった。

「あと、Ａ社にもこの資料送っておいてもらっていいか？」

「はい」

「それから……」

　私は忘れないように筆記用具を取り出し軽くメモをとる。

　連絡事項を書き留めていると、急に日下部さんが黙り込んだ。

（……ん？）

　しばらく妙な間が空き顔を上げると、日下部さんが私を怪訝そうな表情で見つめていた。

「な、何ですか？」

　戸惑った私は思わず尋ねてしまう。

「さっき一緒にいたのって二課の中途だっけ？」

「ああ、そうなんです。昔の知り合いだったので驚きました」

「へー……あいつって、その」

　歯切れの悪い言葉だ。

　どうしたんだろうと思っていると、日下部さんは「あー」ともどかしそうに前髪をかきあげたあと、まあいい、と自分を納得させるように呟いた。

「な、何です……？」

「……お前さ、今日ちょっと時間はあるか？」

「えっと今日、でしょうか？」

　連絡しただろと言われ、私は乾いた笑いを浮かべた。すみませんと謝罪する。

「昨日のこと、ちゃんと話したいんだけど」

　真剣な様子で言われ、ドキッと心臓が跳ねてしまう。

　確かに本来なら話し合うべきなのかもしれない。

　でも──。

「あの、私は大丈夫ですから」

「……は？」

「だから気にしないで下さい」

　私は考えた末、話し合いを拒絶した。

　日下部さんとしても部下と関係を持つだなんて想定外だったはずだ。

　実際、私には手を出さないという会話にも遭遇したほどだ。

　酔った勢いで私と関係を持ったことを、きっと今になって後悔しているのだろう。

　仕事もやりにくくなるし、まあ当然だ。面倒なことしかない。

　今から話し合ったとしても、最終的にあの夜のことはお互いになかったことにしようと提案してくるはずだ。

　だから私は先に宣言しておく。

「その……、今回のことはお互いに酔った勢いのことだと思うので、別に気にしないで下さい。私も気にしていませんし、日下部さんを困らせるようなことはしないので」

　なかったことにされるのは、致し方ない。私も仕事でぎこちなくなるのは嫌だ。

　でも日下部さんにあの夜は間違いだったと謝罪だけはされたくない。

（だって私は日下部さんのことが好きだから……）

　一夜の戯れだと知っていても、結局なかったことにされるとしても、その思い出を否定するような謝罪だけは受けたくない。

　改めて話す必要もない。この場でさっさと話を終わらせたかった。

「……はあ、何だよそれ？」

　だが私の言葉を聞いた日下部さんは眉間に皺を寄せ不快感を露わにする。

（……あれ？　怒ってる？）

　言い方を間違えただろうか。

　それとも私から結論を切り出したことで、日下部さんのプライドを傷つけたのだろうか。

　もしかすると日下部さんの謝罪したいという気持ちを蔑ろにしたかもしれない。

　どうしよう、と内心冷や汗をかく。

「お前さあ……何を一方的に」

　苛立った様子の日下部さんを見て、どうにかうまくフォローしなければと思ったときだ。

「日下部、もう次の会議始まるぞ。専務が来るから早く来いよ」

　これ以上ないタイミングで日下部さんが呼ばれた。

　日下部さんは一度私を見て、名残惜しそうに向かう。

　結局その日はろくに話す機会に恵まれないまま終業時間になり、私の慌ただしい一日が終わったのだった。
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　──私は大丈夫ですから、だから気にしないで下さい。




　目の前の部下からの予想に反した言葉。

（こいつ……、なかったことにするつもりだな）

　いつもの調子で言い放つ吉川に、俺は内心苛立ってしまう。

　もう少しちゃんと話したかったけれど途中で邪魔が入った。

　会議が終わると彼女は既に帰宅していたので、今日はこれ以上話が出来なかった。

（全く、どういうつもりだ……？）

　帰宅しながら、吉川のあの妙な態度について考えを巡らせる。

　どうにか平静を装おうとする姿は可愛いといえなくもないが、俺がほしいのはもっと素直な反応だった。

　彼女が素直になれないタイプだというのも重々承知はしていたけれど、あんなに激しく愛し合ったあとなのに、あまりにもつれない言葉だ。

　新しく中途入社してきた男と親し気に話していたことも気に食わなかった。

（なかなか上手くいかないな……）

　吉川が部下になって半年。

　彼女のことを好きになったきっかけはよく分からない。

　最初は正直面倒だと思っていた。吉川は愛想があるタイプではないし、いまいち何を考えているのか分からない。

　俺自身が人を育てることが苦手だということもある。

　だが一緒に過ごすうちに、クールな態度は相変わらずだが、案外ユーモアもあるのだと知った。

　口うるさいが仕事は出来るし、からかえば意外と照れたりもする。

　ツンとして顔に出せないけれど、ときどき覗く可愛らしい表情が見たくて、ちょっかいをかけるうちに楽しくなってきた。

　前向きに仕事に食らいついてくる姿勢も気に入っているし、クールな彼女がときおり思い悩む姿を見せるとギャップでドキッとしてしまう。

　それでもただの部下として接しようと心掛けていた。

　でも吉川が楽しげに他の男性社員と話をしている姿を見て──心がざわついた。

　それが嫉妬だと気づいたとき、彼女を好きだとはっきり自覚したのだ。

（吉川は、俺のことをどう思っているんだろう……）

　おそらく、彼女も俺のことが好きなんだと思う。

　これは一緒に仕事をしていて感じたことで、何となく吉川の纏う空気で分かるとでも言えばいいのだろうか。

　じっと熱い視線を送ってくるし、俺が振り向けばその視線を逸らす。

　他の奴から見れば分かりにくいかもしれないけれど、あのクールでツンとした表情にも感情のグラデーションがあるのだ。

　喜んでいるとき、苛々しているとき、へこんでいるとき、何も考えていないとき。全て微妙に違う。確信があるわけではないが、俺に向けるものは他の男性社員に向けるものとは少し違う気がする。

　でも吉川は俺に気がありそうなのに、どういうわけかその分警戒心が強い。

　俺が女性社員と話していると、ときどき俺のことを女たらしだと非難の目を向けてくることがある。

　俺は遊んでるように見えるかもしれないが実際は表面上の付き合いしかしていないし、一対一で飲みに行くこともない。

　それなりにモテてきたこともあって、もちろんその噂には妬みもあるだろう。

　勝手な印象でいろいろと噂されもしたけれどいちいち否定して回るのも面倒だった。

　結果、特定の相手を作らずうまく遊んでいるイメージがついてしまったが、好きな相手に対してはそれなりに一途だ。

　吉川に警戒されていることは知っていたので、さり気なく距離を縮めていたつもりだが、彼女のガードはなかなか固い。

　恋愛に関してあまり自己肯定感が高くないのかもしれないと思い、焦らずにアプローチしていたのだけれど、あの夜はこれまでの積もり積もった感情が爆発し、箍が外れてしまった。

　自分でも性急だったことは認める。

　だが、俺のベッドの上で、あんな熱っぽい視線を向けられたのだ。

　今まで抑えていた分、身体が勝手に動いてしまった。

　決して酔った勢いではなく、そのことは言葉にしたつもりだ。

　彼女もあんなに可愛く俺を求めてくれていたはずだった。

　互いの気持ちが一つになったと、そう思っていた。

　でも一夜明けた吉川の対応は、気にしないでほしい、という突き放したもので。

（一筋縄ではいかない相手だというのは分かってたけども……）

　これではあんまりだ。

　距離が縮まるどころか、むしろ一回寝たのでもう満足です、みたいな態度だ。

　とはいえ、強がってその提案をしているということも俺には分かる。

（くっそ、俺が好きって言ったのも伝わってないんじゃねえの？）

　十分ありえそうだ。

　一夜限りの思い出だ、とか割り切って、淡々と仕事をこなすつもりなのかもしれない。

　吉川が俺のことを好きだという自信はある。

　でも好きだからと言ってグイグイ来るようなタイプではないことも事実なわけで。

　きっと吉川自身がどうすればいいのか分からず混乱してるのだ。

　帰宅した俺は、昨晩の思い出を頼りにベッドへと向かう。

　ベッド脇に座って昨夜の熱い情事が脳裏に過る。

「ははっ……気にするなって？」

　そんなこと無理に決まっている。

　こうなれば俄然燃えてきた。

　逃げようとするなら、捕まえるまでだ。
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　うっかり日下部さんと寝てしまってから一週間。

　私たちの間には一見、平穏な日が続いていた。

「日下部さん、出張はどうでした？」

「ああ、向こうで食べた料理が美味しかったかな。連れてってもらった店の刺身が最高だった」

「へー、いいですね。ああこれ出来れば今日中に戻してもらえたらありがたいんですが」

「りょーかい。そうだ、明日の会議のアジェンダ送っといて」

「共有ファイルに上げときますね」

　私は日下部さんとの雑談と連絡事項を終え、自分の席へ戻る。

（うん、普通だ）

　この一週間、会議が続いたり、祝日を挟んだり。

　週明けには日下部さんが出張に出かけたりと、直接関わる機会が少なかったことが功を奏したのか今まで通りの会話が出来ている。人前での関係はいつも通りだ。

　特に大きな問題もない。軽口だって叩く。

　けれど意識的に二人きりになることは避けてしまう。やはりどこか気まずさが残るからだ。

　そもそも仕事が忙しいこともあって、互いに余計なことを話す余裕もない。

　日下部さんはときどき何か話したそうにしていたけれど、私は忙しさを理由に見て見ぬ振りし、逃げ続けていた。きっと日下部さんもいずれ納得してくれるだろう。

　そうして、このまま緩やかな日常の中にあの日の夜は埋没していくはずだ。

　少し寂しくもあるが、傷つくくらいならその方がいい。




　だが金曜日──。

　私の考えはどうやら甘かったのだと思い知ることになる。

　この日、たまたま私と日下部さんは残業で会社に遅くまで残っていた。

　同じく残業していた安藤さんは先に仕事を終え、今は私と日下部さんの二人だけだ。正直気まずい。

　でも溜まった仕事を片付けなければいけないので、邪念を捨てて集中する。

（で、出来た……間に合った）

　データを送信し、どうにか仕事を終わらせる。

　ちらりと日下部さんを見るとまだパソコンに向かっていた。明日行く営業先の資料をまとめているのだろうか。

（今のうちに帰ろう）

　私はパソコンの電源を落とし、机の上を片づける。

「なあ、ちょっといいか？」

　だがそのタイミングで日下部さんが立ち上がり、声をかけてきた。

　私の仕事が終わるのを待っているような、そんなタイミングだった。

　向けられた視線の熱量で、日下部さんが私と何の話をしたいのか察してしまう。

「……何です？　ああ、Ａ社の件ですか？」

　私ははぐらかすように、手帳を開く。

　仕事の話じゃないことは分かっていた。

　分かった上で、私はどうにか他の話題へと向けようと必死だった。

「ああ、それとも──」

「吉川」

　咎めるような声に、私はぐっと言葉を飲み込んだ。

　誤魔化して逃げることを許さない、真剣な視線だ。

　気まずさを覚え、視線を地面へと落とす。

「話がある。分かるよな？」

「……はい」

　これはもう観念するしかない。

　なるべくならこのまま、なあなあにして終わらせたかった。

　でも日下部さんが納得せず引き下がらないのであれば、やはりもう一度向き合わなければいけないということなのだろう。




　エントランスにいた入り口の守衛に挨拶し、日下部さんと肩を並べ会社を出る。

　時計は八時を回っていた。

　ここから駅の大通りに出るまで人通りが少ない。

　ときどき自転車や車が通るぐらいで、沈黙が目立つから落ち着かない。

「時間も時間だし、駅前で飯でも食うか？」

　どこがいい、と日下部さんはスマホで候補を検索してくれている。

「んー、このへんだとパスタか中華か」

　悩む日下部さんを見ながら、私は覚悟を決めた。

　もう一度あのときと同じ言葉を繰り返す。

「……あの、気にしなくていいですから」

「あ？　どの店でもいいって？」

「違いますよ。あの日のことですよね？　……前も言いましたけど本当に気にしなくていいです」

　感情を見破られないように、淡々といつものように口にした。

　日下部さんは眉を顰め、その場にピタリと立ち止まる。

「……ふーん、何で？」

　色気を帯びた視線を向けられ、あの夜のことを連想してしまう。

　緊張で言葉が震えそうになったけれど、どうにか平常心を保とうとした。

「だってお互いに酔った勢いですし、それにその……」

　日下部さんは私の言葉の続きを待とうとじっと見つめたままだ。

　私は震える唇で言葉を紡ぐ。

「あんなことは、……よくあることですので」

「へえ、吉川が？　意外だな」

「えっ、それはまあ、……私だって大人ですし」

　もちろん嘘だ。全くの嘘だ。

　あんなこと初めてに決まっている。

　動揺して適当なことを口走ってしまった自覚はある。

　でももう後には引けないと、そのままの流れで肯定してしまっていた。

「へえ……」

　日下部さんはそうやって相槌を打ったきり何も言わない。

　何を考えているのだろう。軽蔑されているのだろうか。この沈黙が息苦しくて、私は苦し紛れに言葉を探す。

「だから安心して下さい。寝たからといって、その、付き合えとか言わないんで。……私もその気はないですし」

「……マジで？」

「その……仕事に差し支えるのも嫌ですし……」

　これで安心しただろうか。

　しばらく気持ちを整理するのに時間がかかるかもしれない。

　けれどこれまでのように、よい上司と部下の関係でいるために最大限努力しよう。

　そう思っていたとき──。

「でもさ」

「……はい？」

「吉川は、てっきり俺のことが好きだと思ってたけど？」

　ひゅっと、夜風が頬を撫でる。

　日下部さんの言葉は私の心を乱すには十分だった。

「な、何を言ってるんですか……っ！」

　ここが夜道で良かった。こんな表情、見られればすぐに好きだとバレてしまう。

「……違いますよ。別にその……、相手は誰だって」

「へぇ……そうなんだ？」

「まぁ……」

「なら、俺ともう一度寝たって問題ないよな？」

　予想外の答えに耳を疑った。バクバクと心臓がうるさい。

「えっ、それは……」

　日下部さんを仰ぎ見ると、目が合った瞬間肩をぎゅっと抱き寄せられた。

　そして肩を抱かれたまま人気のない路地裏へ引きずり込まれる。

「ちょっ……んんっ」

　ビルを背に身体を押し付けられ、そのまま強引に唇を重ねられた。

（え、嘘、何で？）

　舌が歯列を割り、口の中を貪る。激しい口づけに私はわけが分からなくなった。

　日下部さんはどういうつもりなんだろう。

　あの日みたいに酔っているなら言い訳もできるが、今は素面だ。

　どうしてキスされているのか理解出来ない。

「くさかっ、だめ……んんっ」

　どうにか逃れようとするけれど、顎を強引に掴まれ、再び執拗に口の中をかき回された。

　次第に抵抗する気力も失せていき、持っていた鞄がずるりと地面へ落ちる。

「っ……は……っ」

　舌の気持ち良さに思考がどんどん停止していく。

　私は日下部さんに身を任せ、いつの間にか背中に腕を回していた。

　あの夜の再来を期待して、身体の奥が無意識のうちにきゅんと昂ってしまう。

「はあ……っ、は、……」

　唇を離し余韻に喘いでいると、日下部さんは私の腕を引く。

「行くぞ」

　そう言って手をぎゅっと握られ、私はそのぬくもりに戸惑う。

　日下部さんはやはり少し機嫌が悪そうだ。

「あの、……どこに？」

　問いかけたものの、その答えは聞かなくても分かっていた。







　向かった先は近くのラブホテルだった。

　駅の近くにホテルがあることは知っていたけれど、まさか自分がそこを利用するなんて。

　ここに来る途中、日下部さんはずっと黙ったままだ。

　私が何か尋ねようとしても、醸し出す雰囲気に圧倒されて言葉を飲み込んでしまう。

（どうしよう……）

　本当に嫌なら抵抗だって出来たはずだ。

　でも握られた手の温もりを手放したくなくて、流されるようについてきてしまった。

　促されるままフロントで受付し、部屋へ向かうエレベーターに乗る。

　ちらりと日下部さんを見ると、私と目を合わせずまっすぐ前を向いたままだ。ただ手だけはずっと握られている。

　日下部さんは何を考えているのだろう。

　でもホテルに着いてすることは当然一つだ。

「んっ……」

　部屋に入った瞬間、壁に押し付けられ深く口づけられる。

　本当にこれでいいのかという戸惑いの中、火照った身体は日下部さんと一夜を共に過ごすことを選んでいた。

　私は腕を回し、再び抱き合えることに息が荒くなるほど興奮してしまう。

　鞄を手放し、靴を脱ぎ捨て、日下部さんは自らのジャケットを近くの机に投げると、私のインナーをおもむろにたくし上げた。

　ブラジャー越しに胸をぎゅっと鷲掴みにし、邪魔だというようにぷつっとホックを外す。

「あの、何で私とこんなこと……」

　今を逃せばきっと後から聞きづらいだろう。

　もしや一度身体の関係を結べば、あとは簡単に寝れるお手軽な存在だというのだろうか。

「はは、今更そんなこと聞くんだ？」

　意を決して尋ねたのに、日下部さんは私の服を脱がしながら鼻で笑う。

「だって……ひゃっ」

　日下部さんは質問に答えず、私をくるりと壁と向い合うような体勢にさせる。

　そして背後から首筋にちゅっと口づけ、剥き出しになった乳首をコリコリと弄り始めた。

「んっ……」

　そのまま私をお尻を軽く突き出すような体勢にし、ストッキングと下着を一気にずり下ろす。

「あっ、やっ……」

　尻を両手で感触を確かめるように揉まれ、普段人に見られない場所を丸出しにしていると羞恥と興奮で身体がどんどん上気していく。

　後ろから股の間を指で触れられる。するとそこはすでにねっちょりした愛液で溢れていた。

「っ、やらしいな。もうすっかりその気みたいだ」

「やっ……」

　甘い刺激から逃げるように私は壁へ手をつき寄りかかる。

　揶揄されるように責められ、恥ずかしさに吐息交じりの声を漏らしてしまう。

　気分を良くした日下部さんは指先でくちゅくちゅと蜜口をほぐしはじめた。

「あっ……んっ」

「ほら、もうこんなにぐっしょり濡れてる。挿れてほしかった？」

「あ、違いま……」

「俺は会社でお前を見る度にずっと抱きたくて仕方がなかった」

　甘く囁かれる言葉にくらくらと頭がのぼせ上がってしまう。

「ここで受け入れるんだからしっかりほぐさないと」

　クリトリスをぐりぐりと弄んだあと、濡れそぼった蜜口の奥へと長い指が伸びていく。ごつごつした指の感触にぞくっと身体が震えた。

「っ、ひゃっ」

　日下部さんの指は狭く閉じたナカをぐりぐりと広げていく。指を曲げ奥を擦られる度に甘い刺激が広がり、全身が火照るような感覚がした。

「ひゃあっ……」

「エロい声。気持ち良いんだ？」

　ぐちゃぐちゃと粘膜がかき回される音が部屋にいやらしく響き、より劣情が高まっていく。

「そろそろいいかな？」

　十分にほぐされ受け入れる準備されたあと、長い指がすっと引き抜かれた。

（あっ……）

　喪失感で身体が疼く。

　だがカチャッとベルトを外す音が聞こえきた瞬間、日下部さんとセックスするのだと強く実感した。

　あの夜抱かれたときのことを思い出し、その期待で身体がじんわりと熱くなる。

　日下部さんは私の腰をぐっと掴み、私は壁に手をついたままお尻を後ろに大きく突き出すような体勢にさせられてしまう。

「ひゃっ……」

　背後から屹立した硬いものが濡れそぼった場所をぬるぬると擦り上げ、私の腰が自然と揺れる。

　日下部さんは自らの肉棒を手に持つと、蜜口にくちゅりと先端を押しあてた。

「あっ、あっ……待ってくださ、ゃ、……ああっ！」

　日下部さんは狭い入り口をゆっくりとこじ開け、そのままぷすりと突き上げるように奥へと挿入した。

（あっ、うそっ……）

　ズンッと腰を押し付けられ、快楽に身体がびくりと慄いた。

　早くほしかったのは私も同じだ。

　けれど部屋に入ってまだ数分だというのに、まさか直接挿れられるなんて。

「や、ちょっ……」

「悪い、すぐ抜くから」

「んっ……はっ、ああっ」

　ズンズンと腰を動かされ、呼応するようにお尻を揺らしてしまう。

　両手で尻を鷲掴みにされ、背後からはあはあと余裕のない息遣いを感じた。

　このまま身を任せていては駄目だと分かっていても、このままダイレクトで伝わる肉棒の熱さをもっと感じていたくなる。

「こら、あまり締め付けるなよ」

「あっ、知りませ、……」

　擦られる場所が気持ち良くて、自然ととナカをぎゅっと締め付けていた。

「はっ、やばいな……」

　日下部さんはひとり言のように吐き捨てると一度中のものをずるりと引き抜いた。私の愛液がだらりと垂れて内太股を汚す。

「あっ……」

　突然失われた熱に、思わず声を上げてしまう。蜜口がヒクヒクと切なく疼く。

「こっち」

　ぐっと腕を引かれそのまま一直線にベッドへと移動した。

　柔らかいベッドの上に身体を投げ出した状態で、コンドームを手に取り装着する日下部さんを私はドキドキしながら黙って見つめていた。

　準備を終えた日下部さんは私の身体に覆いかぶさってくる。

「きゃっ……」

　両膝を掴まれ私の脚が大きく開くと、日下部さんの身体が脚の間に割り込む。

　そして濡れそぼった場所へ太い楔を添わせると、ぐぐぐっと腰を進め一気に埋め込んだ。

「っ！　ひゃ、ああっ……」

「やっぱりあったかいな、お前のナカ」

　先ほどよりも挿入が深い。

　硬いものがみっちりと狭い場所にぐいぐいと突き入れられる。

　抽送を何度も繰り返されるうちに身体がビクビクっと電流が走るような感覚が襲う。

「あ、んん……」

「はあっ、っ……なぜっ抱くかって？　そんなの好きだからに決まってるだろ」

　囁かれる言葉に反応し、心と身体がより過敏に反応してしまう。

「っ、あ、……や、ああっ……」

　この場を盛り上げるための嘘かもしれない。

　でも今だけは日下部さんの言葉を信じてこの快楽に身を委ねていたい。

「あっ、日下部さ……っ」

　何度も出し入れをされる度に、膣の中が日下部さんのものに馴染んでいく。

　貫かれる度に身体が火照り、汗がつうっと流れる。

「あ、駄目です、そこ……やっ、ああっ……」

　身体中が性感帯になったようだ。

　自分のものとは思えないようないやらしい声を上げてしまう。

　押し寄せてくる愉悦をどうにかやり過ごそうと、汗ばんだ逞しい背中にぎゅっと縋りつく。

「へえ、ここが良いんだ？」

　くすっと意地悪な顔で笑うと、深い場所を執拗に抉られる。

「ひゃ、や、や、そこ……」

「お前のナカも、可愛い喘ぎ声も、素直じゃない性格だって嫌いじゃない」

「あっ、むり、激しっ……駄目っ……」

　身体を思うがままに貪られ、ダラダラと愛液が流れ落ちていった。

　パンパンと肉のぶつかり合う音が部屋に響き渡り、羞恥でより身体中が汗ばんでいく。

「あっ、やっ……、くさ、か……っ」

「……っ、駄目って？　ずいぶん初心なふりするじゃないか。こういうことよくあるんだって？」

「っ、そんなわけ……」

　ない。あるわけない。

　どうにか言い訳しようとするけれど、ぐいっと奥まで挿入されれば口から出るのは嬌声ばかりだ。

「っ、待って……奥ばっか……ああっ」

　甘い刺激に翻弄され、うまく喋ることが出来ない。

「なあ、別に誰でもいいなら俺でもいいだろ？」

「誰でもよくなんか……っ」

「へえ……」

　どうにか言い返すと日下部さんは口元を緩め、おもむろに髪をかきあげる。

「なら簡単にあんな馬鹿なこと言わない方がいいぞ。俺みたいな悪い男に付け入れる隙を与えるからな」

「ああっ……っ！」

　ぐんと強く奥を突かれ、悲鳴のような声を上げてしまう。

　日下部さんはきっと私の嘘を見抜いたうえで、こうして責め立てているのだ。

　何て意地悪なんだろう。

「ああっ……ん、んんっ！」

　私は弱い場所を何度も突かれ、上りつめるような感覚が身体を襲う。

「あ、や、駄目、イッちゃ……んんっ、やあっ」

　その瞬間、びくびくっと奥が収縮し、頭が真っ白になる。

「はは、締め付けやばいな」

　絶頂を迎えた私がはあはあと深く呼吸していると、挿入したまま腕を引かれて日下部さんの上に跨るような体勢にさせられた。

「……へ？　ちょ、待っ……やっ」

　私は拗ねたように睨みつけると、よしよしと機嫌をとるように腰を下から突き上げられた。

「ひぁ……ああっ……」

　バランスを崩し日下部さんの胸板にもたれ掛かる。そのまま縋るように背中に腕を回した。

「ほら、そのまま掴まってろよ」

「あっ、ひゃっ、嘘、やっ……ああっ！」

　日下部さんは執拗で意地悪だけれど、触れる手に優しさが見え隠れしていて困惑する。

「んんっ……」

　視線が絡み合い、その瞬間求めあうようにねっちょりとした濃厚なキスを交わす。

　全てを奪われるようなドロドロの口づけに息絶え絶えになっていると、両手でお尻をぎゅっと掴まれた。

　そしてそのまま日下部さんは自分の方へずいっと引き寄せ、挿入がより奥へと深くなる。

「あっ、やあ……っ」

　一度手の力を緩めると、今度は腰が優しくグラインドし私のナカをゆっくりかき混ぜてきた。

　ぐちゃぐちゃという粘液の音に視線を落とすと、男根をすっぽり埋め込まれている結合部が視界に入る。

　その光景が思ったよりも卑猥で、私は目が離せなくなってしまう。

「はは、……エロいな」

　日下部さんはそんな私の反応を見て揶揄うような口調だ。

「もう……っ」

　羞恥を覚えて、私は日下部さんを睨みつけた。

　すると反撃するように耳朶を甘嚙みされて、ビクッと肩が跳ねてしまう。

「ひゃっ……何するんですか」

「ほら、どこがいいんだ？　今日は気持ち良いこと俺が全部してやるから」

「っ……、や、遠慮しま、……やっ」

「こーら、逃げんなって」

　腰を両手で掴まれ、深い子宮の場所まで一気に突き上げられる。

「ひっ……!!」

「ああ、奥が気持ち良いんだな？」

　それから執拗にトントンと奥を打ち付けてきたあと、突然ずるりとナカのものを引き抜かれた。

「あっ、何で……」

　寂しさを覚えて思わず切ない声を出してしまう。

　上気した頬で日下部さんを見つめると、私は両肩を掴まれ、再びベッドの上にうつ伏せの状態にさせられる。

　そして今度はまた向かい合った状態で、ぷすりと挿入された。

「っ……やあ」

　角度が違うから、感じる場所がまた違う。

　雁首までずるりと引かれ、また最奥を抉る。何度も抽送を繰り返されると、もどかしさに身悶えしてしまう。泡立った愛液がどろりと零れ落ちた。

「あ、そこ……」

　ちゃんとしてほしいとかすれた声で訴えかけると、日下部さんは余裕がなさそうな目で笑う。

「りょーかい」

　気持ち良い一点を容赦なく揺さぶられ、待ち望んでいた刺激に身体がぶるっと震えた。

「あ……、あっ、っ！」

　何度も突かれているうちに、生理的な涙がぽろりと流れる。

　甘い刺激が奥からこみ上げて身体中を一気に駆け抜けていく。

「……っ、んんっ！」

　身体の奥が大きく痙攣し、深い絶頂を迎えてしまう。

　私の中で日下部さんも大きく脈打つと、ぐっと奥まで突き上げながら達してしまったようだった。

「はあ、はあっ……」

　互いに肩で息をして呼吸を落ち着かせようとする。

　そのまま自然と唇が重なり合った。

「んっ……」

　貪り合うようにして抱き合っていると、いつの間にか瞼が重くなっていった。







「あれ、私……」

　ぱちっと目を開ける。どれぐらい時間が経ったのだろう。

　自分が寝ていたことに気づき、キョロキョロと部屋の中を見渡す。

「起きた？」

　そう声をかけてくれたのはシャワーを浴びたばかりの日下部さんだ。

　まだ少し湿った髪が色っぽい。

　初めて見る姿に少しだけドキドキしてしまう。

　日下部さんは起きてきたばかりの私にほら、と冷蔵庫から取り出した水を手渡してくれた。

　私はうろたえないように、なるべく平静な対応を心掛けようとする。

「ありがとうございます……」

「シャワー俺使ったけど、浴びてくる？」

「あ、はい……」

　私は水をごくごくと飲み干し、入れ替わるようにシャワーを浴びる。

（ああもう……何やってるのよ）

　また日下部さんと身体を重ねてしまった。

　熱いお湯を全身に浴びていると頭が少しすっきりしてきた。冷静になってここでようやく自分の立場を客観的に見る。

（私ってば、このままセフレにでもなるつもり？）

　ぎゅっと自分の身体を抱きしめる。

　一度は酔った上での過ちですんだ。

　でもこれ以上は──。

　ペースを乱されないためにも、いつもの自分でいようと自己暗示する。

　髪を乾かし浴室から出ると、日下部さんにこれからどうするか尋ねられた。

「泊ってく？」

　時計を見ると終電はもう過ぎている。泊まると言えばもう一度抱かれてしまいそうな予感もあった。

「いえ……明日の準備もあるので帰ります」

「分かった」

　私が断ると、意外にも日下部さんはあっさりと引き下がってくれる。

　すぐに支度をし、一緒にチェックアウトすることになった。

　外に出ると秋の夜風が身体に心地良い。でもしばらくすると気温が下がっているからか少し肌寒く感じた。

「あー、結局飯食いそびれたな」

「日下部さんのせいじゃないですか？」

「まあな。今から食いに行くか？」

「こんな時間にいいですよ。太りますし」

　普段通りの会話だけれど、いつもより隣を歩く距離が近い。互いの間に、どこか甘い空気が漂う。

（あっ、手……）

　そっと手を繋がれた。握り返すことも出来ず、困ってしまう。

　このままじゃ駄目だ。ちゃんと伝えなければいけない。

　タクシー乗り場に向かう途中で握られていた手をぱっとほどく。

「あの、ちょっといいですか？」

「何だよ」

　手の温もりが消えて寂しく思えた。

　それでも私は、はっきりと自分の決意を口にする。

「日下部さんとは、……もうこういうことはしません」

　正面から日下部さんの瞳を見る。

　瞬間、日下部さんの眉がピクリと動いた。

「……何で？」

「同じ職場ですし。あまりズルズルとこういう関係を続けたくないんです」

　日下部さんの魂胆は私には分からない。

　でもどうせ日下部さん相手では上手くいきっこない。

　最初から諦めていた恋愛なのに、これ以上期待し深入りすれば心が苦しくなる。

　セフレなんて器用なこと、割り切れない私には絶対無理だ。

　引き戻せなくなる前にやめなければならない。

　仕事にだって影響がある。

　私はそうやって理由をつけ、必死で日下部さんを拒絶しようとした。

「あのさ、俺はお前のこと好きって言ってるだろ？」

　思いがけない言葉に一瞬怯んでしまう。

　日下部さんは真剣な表情だ。

　しばらく黙り込み反応を窺うけれど、日下部さんの瞳は真っすぐ私をとらえたままだ。

「……えっと、好きっていうのは」

「そりゃ恋愛としてに決まってるだろ？」

　好きじゃないと抱くかよ、と呆れられてしまう。

「えっ、抱くのに都合が良かったとかじゃなくてですか？」

「はあ、何言ってんだよ。そんなわけないだろ？」

　日下部さんは露骨に眉を顰めた。

　確かにとんでもなく失礼なことを言った気がしたけれど、このときの私はとにかく気が動転していたのだ。

（好き……？　日下部さんが、私を……？）

　そんなこと、ありえるのだろうか。

　確かにセックス中に向けられた熱量に、愛されていると勘違いしそうになった。

　でも、勘違いするなと必死で言い聞かせていたのに。

　伝えられた『好き』をどう解釈すればいいのか分からない。

　諦めると決意したばかりなのに、その志をいきなり曲げてしまいそうになる。

　どう処理していいのか分からない。頭がパンクしそうだ。

「えっと……」

　私はただパクパクと口を開け、日下部さんを見つめることしか出来ない。今の私はきっと間抜けな顔をしているだろう。

　日下部さんはやれやれと心底呆れた表情だ。

　でもふいに、柔らかい笑顔を向けてくる。

（……うわっ）

　その表情はまるで愛おしいものを見るような優しい目つきで、全身の血が沸騰しそうになった。息継ぎが出来ないほど印象的で、その瞳から目が逸らせない。

「吉川、俺──本気だから」

「っ……」

　声にならない歓喜の悲鳴を上げてしまう。

　とろけるような甘い声で囁かれ、ぞくぞくと身体が痺れそうになった。

（えっ、うそ、本当に……？）

　ずっと憧れていた日下部さんが、どうして私にこんなことを言うのか正直意味が分からない。他に可愛い女性社員もたくさんいるのに、本気なのだろうか。

　ぐるぐるといろんな考えが頭の中を回る。

　嬉しいけれど、同じぐらい戸惑いもある。

「えっと……一旦持ち帰って検討させてもらっていいですか？」

　これはもう今すぐに返答出来るようなものじゃない。

　頭がいっぱいいっぱいになった私は、どうにか言葉を絞り出す。

　日下部さんは慌てふためいている私を見て「りょーかい」と笑った。

「俺とどうなりたいか、前向きに検討してくれよ」

　私は恥ずかしくて、逃げるようにタクシー乗り場へ向かい、ひとり後部座席に乗り込んだ。

「じゃあな、湯冷めして風邪ひくなよ」

「あ、はい……おやすみなさい」

　バタンとタクシーの扉の音が響く。日下部さんはしばらく手を振り見送ってくれた。

　日下部さんはどういうつもりなのだろう。

（好き？　私を……何で？）

　本気なのかからかっているのか、正直分からない。

　ただ、これ以上心が乱されないためにも今は逃げるべきだ。







６








　この日は、朝から雨だった。

　気温も一気に下がり、今日は薄手のコートを羽織って出勤する。

　夜に予定があるのでそれまでに止めばいいなと思いながら、私は黙々と仕事をこなしていた。

「おーい、吉川」

　私が見積書を作成していると、日下部さんの声が飛んでくる。

　ちょいちょいと手招きされ、私は一旦資料を保存して日下部さんのデスクまで向かった。

「あのさ、検討を依頼してた件はどうなってる？」

「……え？」

　検討という言葉にドキッとしてしまう。

　私が惚けていると、日下部さんがすかさず補足する。

「この前頼んだ見積もりの件」

「ああ……はい、回答は明日になるみたいです」

　検討という言葉にあの日のことを思い出してしまう。

　意識し過ぎて妙な勘違いをして恥ずかしい。

「なあ……」

「は、はい……何でしょう？」

「いや、いい……」




　日下部さんに好きだと告げられて一週間が経つ。

　でも私はどう返答して良いのか分からず、ずっと保留にしている。

　そもそも私のどこを好きになったのか分からない。甚だ疑問だ。

　高級料理ばかり食べ過ぎて、たまにはファーストフードでも食べようという感じなのだろうか。

　私のどこが良いんですかと、馬鹿正直に聞けるような性格でもない。

　仮にもし付き合ったとしても、私と日下部さんがうまくいくビジョンが見えない。

　日下部さんのまわりには綺麗で多彩な人がたくさんいるし、いざ付き合ったとなれば「思っていたのと違った」とガッカリされるのが関の山だろう。

　日下部さんからも、これまでと同じようにフラれるんじゃないかと思うと、どうしてもネガティブになってしまう。

　好きだと言われたけれど、あの日の返答をあれ以来求められたわけでもないし、迫られるような素振りもない。

　ときどきあの告白は私が見た都合のいい夢だったのではと思うこともある。




（はあ……どうすればいいんだろう）

　午後の業務に一段落着いた後、私は息抜きのために休憩室へ向かった。

　中に入ろうとしたところで、部屋の奥から話し声が聞こえてくる。

「お前さー、吉川ちゃんに何かしたんだろ？」

　聞こえてきた自分の名前に、ピタッと足を止めた。この声は安藤さんだ。

　ちらりと中を覗くと、どうやら一緒にいるのは日下部さんのようだ。

　私の話をしている。嫌なタイミングに鉢合わせたものだ。

「何って、何もしてねーよ」

　日下部さんは息を吐くように嘘をつく。いやいや、何かしてますけれど、と心の中で突っ込みを入れてしまう。

「最近お前にめっちゃびびってるじゃん」

「えー、そうか？」

「そうそう、明らかに警戒してるし」

　そんなに分かりやすかっただろうか。

　以前と同じ対応を心掛けていたつもりなのに、安藤さんにまで気づかれるなんてよほど分かりやすかったのかもしれない。

「いじめてやるなよ、ただでさえお前の下なんて大変そうなんだから」

「失礼な奴だな、俺は可愛がってるだけだって」

　日下部さんはいつも通りだ。私ばかりが意識しているようで何だか悔しい。

　休憩室に入ることを諦めた私は、給湯室でカップにコーヒーを淹れ仕事に戻った。




（よし、出来た）

　一気に入力作業を終わらせ仕事に一息つく。スマホを手に取り確認すると、一件のメッセージが届いていた。

『今日定時に終わりそう？』

　相手は臼井くんだ。

『うん、いけるよー』

　メッセージに返信すると、すぐに既読になった。

『俺も大丈夫だと思う。また何かあれば言うな』

　私は了解、とスタンプを送る。

　実は今日の夜、臼井くんと共通の友人の三人で食事をすることになっている。

　共通の友人は倉くら田たさんという女性の先輩で、大学のゼミのときにお世話になった人だ。発表の班が一緒で、よく三人で集まったり食事をしたのは良い思い出だ。

　臼井くんと倉田さんは大学卒業後もＳＮＳ上で交流があり、私の話をしたら会いたいと言ってくれたのだ。

　最近日下部さんのことで悩むことが多かったので、今日の食事が気分転換になればいいと前から楽しみにしていた。

（よーし、終わった！）

　終業のチャイムが鳴る。

　今日はもう急ぎの仕事もないのでこれで上がれそうだ。一応臼井くんとはこのあと会社の近くで待ち合わせして一緒に向かう予定だ。

　窓から外を確認すると、雨はもう止んでいるので濡れなくて済むと安堵する。

　私はパソコンの電源を落とし、デスク周りを片づけ、カップを洗おうと給湯室に向かった。

「あれ、今日はもう上り？」

「あ、はい」

　そこでちょうど来客対応から戻ってきた日下部さんと鉢合わせた。

　私がカップを片づけている様子を見て尋ねてくる。

「今日は早いな？　明日のＡ社の準備は問題ない？」

「はい、大丈夫です」

　明日、私は日下部さんと一緒にＡ社の打ち合わせに行く予定がある。必要な資料は机の上に置いておいたことを伝えると、日下部さんは納得するように頷いた。

「なあ、今日これから飯でも行かないか？」

「え？　食事ですか？」

「ああ。この前行けなかったし」

　この前、という言葉に思わずドキッとしてしまう。

　さらりと食事に誘われてしまった。これはそろそろ返事がほしいということなのだろうか。

「すみませんが、今日はこれから友人と予定がありまして」

　でも先約がある以上断るしかない。同時にまだ自分が本当はどうしたいのか、迷ったまま結論を出せていないことへの負い目もあった。

　失礼します、とその場を立ち去ろうとしたとき。

「あー、吉川！」

　そこに大声で叫ぶ臼井くんが現われた。

「臼井くん？」

「良かった。ちょうど連絡入れようと思ってて」

　慌てているようでこちらまで小走りしてくる。

　臼井くんは一緒にいた日下部さんに気づき軽く頭を下げた後、私に用件を伝えてくる。

「悪い、ちょっと急ぎの仕事入ったから遅れそう」

　すまん、と手を合わせ謝罪してくる。

「分かった」

「マジで悪いな。倉田さんにも謝っておいて」

　臼井くんは再度謝ると、バタバタ自分のフロアに戻っていく。相変わらず嵐のような人だ。

「……予定って臼井か？」

「あ、……はい」

「へー」

　隣で眺めていた日下部さんが探るような視線を店まで向けてくる。

「今日は彼含め複数の友人との集まりなんです。店まで一緒に行こうって話をしていただけで……」

　何を言い訳しているのだろう。

　でも臼井くんのことで妙な誤解はされたくないので、軽く説明をする。

「ふーん、今日、何時に終わる？」

「えっ……いや、どうでしょう」

「終われば俺に連絡しろよ？」

「……何でですか」

　その質問に日下部さんは呆れたような表情だ。

「お前って、ほんとムカつくよな」

　手のひらで頭を掴まれると、ガシガシと髪を乱された。

「ちょっと、何するんですか！」

　私が睨みつけると、日下部さんはぱっと手を放し、ひらひらと手を振ってその場を立ち去っていく。私は髪を整えながら頬が熱くなっていくのを感じていた。







　向かったのは、ＳＮＳでときどき紹介される創作料理のオシャレな店だった。

　シックで落ち着いた店内は高級感もあり、居心地が良さそうだ。

　お客さんも大勢入っていて、人気店だとうかがえる。

　店に着き店員に予約の名前を伝えると、スムーズに奥のテーブル席へ通された。

　そこには先に着きメニュー表を眺めていた一人の女性がいて、私は目が合った瞬間にぺこりと挨拶をする。

「倉田さん、お久しぶりです」

「よっ！　吉川、しばらくぶり！」

　この方が倉田さんといって、一つ上のゼミの先輩だ。性格はとにかく明るい姉御肌タイプの人で、とっつきにくいであろう私のことを何故か気に入ってくれていた。

　あの頃は課題で集まった後、一緒に食事にいくことも多く、倉田さんからはよく恋愛の愚痴を聞かされたりもした。

「湊遅くなるんでしょ？　うちらで先に頼んどこうか」

「そうですね」

　臼井くんはまだしばらく時間がかかりそうなので先にメニューを適当に注文し、軽く乾杯する。

　私は頼んだレモンチューハイをごくっと一口飲んだ。

「ねえ、聞いたよ。湊と一緒の会社になったとか」

「ほんと、びっくりしました」

　話題はやはり個人の近況報告が多く、特に臼井くんが同じ会社になったことを驚いていた。

　倉田さんは今日休みのようで、どうやら先程まで彼氏とデートしていたらしい。

「ええ、倉田さん、雨の日はデートしないっていつも言ってたのに」

「ははは、まーね」

　昔から雨の日はデートしないというマイルールを持っていた倉田さんだったので珍しい。

　話していると、倉田さんのスマホが震え確認する。どうやら彼氏からの連絡らしい。ちょっとごめんねーといって返信する。

「順調そうですね」

「まあ、それなりにね」

　機嫌の良さそうな倉田さんを見て私は嬉しくもあり、羨ましくも思う。

　倉田さんは私と同様に浮気された経験がある、いわば彼氏に浮気されて傷ついた仲間だ。

　でも倉田さんは今幸せな恋愛をしているようだ。

　一方の私はどうしても後ろ向きなままで、恋愛をする前から諦める癖がついている。

「何、どうかした？」

　黙り込んだ私を見て倉田さんが尋ねてくる。

「いえ、別に大したことでは……」

「湊もいないし話してみたら？」

「……そうですね」

　本当はずっと誰かに相談したかった。

　私は、臼井くんには言わないで下さいねと念を押し、ここ最近あった日下部さんとのことを簡単に説明する。

「なるほど、職場のモテる上司かー」

　好きだけどやはり尻込みしてしまうのだと伝えると、相変わらずねと笑われた。

「どうしても不安が先にきちゃうんですよね。人気がある人なだけに、これまでみたいなことも起こりそうだなって」

　ぽつぽつと、素直な感情を口にする。

　すぐに飽きられて、つまらないって捨てられるかもしれない。

　付き合って、もっと好きになって。そこで捨てられたらきっと立ち直れない。

　そんなネガティブなことばかり考える自分も嫌だ。

「倉田さんは……前進してて凄いですね」

　私が素直に告げると倉田さんは、首を横に振る。

「いやー、私だってそんな前向きじゃないよ。浮気されたことは結構引きずってたし」

　実はさ、と倉田さんが過去を思い出したように笑う。

「私ってさ、雨の日にデートはしたくないって口癖のように言ってたでしょ？」

　私は箸を持った手を止めて、その話に耳を傾けた。

「実は浮気した彼氏と会う約束の日がちょうど雨だったの。それで慌てて向かったときに滑って服をびしゃびしゃに濡らしたからなんだよね」

　それは初耳だ。

　そうなんですか、と尋ねると、倉田さんは恥ずかしそうに頷いた。

「で、待ち合わせ場所についたらそこに彼氏だけじゃなく友達もいてさ。みっともない姿だからみんなにも笑われちゃって。よっぽど恥ずかしかったのか、それ以来そっけなくなって、そのまま浮気されちゃったんだよね」

「うわ……」

　相変わらずありえない最低な男だ。

「だからそれ以来、雨の日のデートはどうも気乗りしなくって。前に付き合ってる人と雨の日出かけたときも、風邪ひいちゃったし。翌日の試験だってボロボロだしさー。そういう呪いがあるんじゃないかって思えたぐらい」

　ははっ、と倉田さんは自虐的に笑う。

　だから昔、あんなに雨の日にデートはしないって言っていたんだと納得してしまった。

　倉田さんは頼んだビールをごくごくと一気に飲み、得意げに言った。

「でもね、あとで私は知ってしまったわけよ！」

　倉田さんは前のめりで愚痴り出す。

「あいつ、私の前の彼女もその次の彼女ともみんな浮気で別れてるって知ってさー」

「えっ、クソ野郎じゃないですか！」

「でしょ？　なーんだ私悪くないじゃんって。私があいつに恥をかかせなくても結局浮気されてたってこと」

　倉田さんの語気が荒くなる。だが致し方ないだろう。

「その一件でいろいろ考えたわけ。雨の日に彼氏と出かけたら嫌なことがあるって思ってたけど、雨で滑った日は決まって底がすり減ったヒールだったんだよね。風邪ひいたのだって気温を確かめずに薄着してただけなんだろうし。そもそも試験前にデートしてるって段階で駄目だよね」

　倉田さんは笑う。

　酔ってることもあってひどく饒舌だ。

「だから私は悪くないし、私が自己評価を下げる必要なんてないんだって考えを改めたわけ。雨の日だってそれなりの準備をすれば滑らないし風邪だって引かないし。妙な思い込みが一番世界を狭めるんだなって、つくづく思い知らされたっていうか」

　そう語る倉田さんの表情は生き生きとしていて魅力的だ。

　そんな倉田さんと、自分自身の恋愛経験とを照らし合わせてしまう。

「吉川はさー。どうせ自分なんかって諦め癖がついてるみたいだけど、そんな風に自分の可能性捨ててるとチャンス逃すよ」

「そう、ですね……」

　日下部さんはモテる。

　せっかく好意を示してくれているのに私がずっと意地を張っていたら、それこそ私は愛想をつかされるだろう。

　気持ちに応えてくれない相手にずっと求愛するほど、徒労なことはない。

「悪いのは浮気した当人なのに、この人もどうせ……って最初から跳ねのけるのは好きだって言ってくれてる相手に失礼よ。自分の経験則を勝手に相手に当てはめて、向こうの本質を見ようとしないんだから」

　倉田さんの言葉は私の胸を容赦なく抉っていく。

　浮気した元彼も、私以外を選んだ好きな人も、日下部さんではないのだ。

　そんな当たり前のことすらちゃんと理解出来ていなかったのだと痛感させられてしまう。

　たかだか私の付き合ってきた数人のデータを照らし合わせて、日下部さんもそうだと決めつけるのはあまりにも愚かだろう。

「で、その相手は浮気しそうな人なわけ？」

「それは……」

　日下部さんの顔を思い描く。

「思ってたのと違うって、捨てそうな酷い男なの？」

　確かにモテるし、普段の言動や立ち振る舞いから女遊びに慣れていそうなタイプだ。

　でも好意をほのめかすような冗談を誰にでも言うタイプでもない。

　そもそも好きじゃない相手に手なんて出すような人ではなかった。

　日下部さんが私のことを気に入ってくれている自覚だってあった。

　関係をもった後も日下部さんはずっと好きだと言葉にしてくれていたのに、言い訳をしてその言葉を信じようとしなかったのは私自身だ。

　私が考え込んでいると、倉田さんがふっと口元を緩めた。

「付き合う気はないっていうけど、でも好きなんでしょ？」

「それは──」

「ああ、すみませーんお待たせしました！」

　そのとき、臼井くんが到着しこの話題は強制的に終了した。

「おお、お疲れ湊」

「いやー、終わりがけに仕事とかマジないっすわー」

　ようやく到着した臼井くんは疲れた表情だ。どうやら急な受注が舞い込み慌てて処理したようだ。

　臼井くんにメニュー表を手渡すと彼はチューハイを頼む。

　三人がそろったことで互いの近況を話したり思い出話に興じた。

「どうしたの？」

「あ……いえ」

　楽しいのに話に集中出来ない。きっと倉田さんにさっき言われた言葉のせいだ。

　付き合う気がないならさっさと断ればいい。

　それなのに返事を保留しているのは、結局日下部さんのことが好きだからだ。

　何かに集中して真剣な顔をする横顔が好きだ。

　口調は悪いのに行動は優しくて面倒見がいいところが好きだ。

　毎日顔を合わせればずっとドキドキしていた。今日だってそうだ。仕事の話をしているだけなのに、一人で勝手に意識して。

　好きなのに一歩踏み出せないのは、この弱い心だと気づかされる。

　どうせ無理だと最初から思い込んでいた。その原因は、今までの恋愛経験からだ。

（悪いのは日下部さんじゃないのに……）

　終わったら連絡して、という言葉を思い出す。

　歩み寄る勇気を持ってもいいのかもしれない。

「ごめん、ちょっと」

　居ても立っても居られなくなった私は、少し風に当たってくると席を外した。

　外に出ると、思い切って日下部さんに連絡する。

『もうじき終わりそうです。今何してますか？』

　最後の一言を入力し、送るのには少し緊張した。

　日下部さんの都合がつきそうなら今日にでも直接会って告白の返事をしようと思う。

　だがしばらく待ってもなかなか返事がないし、既読にならない。

（……忙しいのかな？）

　メッセージをくれというのはただの社交辞令で、図々しかったんじゃないだろうか。段々不安になってくる。

　でも、そこで妙に勘ぐって疑心暗鬼になるのもよくない。

　私が席に戻ると、倉田さんが私と入れ替わりでお手洗いに行く。

　臼井くんと二人だけになったとき、臼井くんがそうだ、と思い出したように尋ねてくる。

「そういえば日下部係長って二課の高橋さんと付き合ってたりする？」

　その言葉に私の思考が停止する。

「……何で？」

「さっきここ来る前に二人で一緒にいるとこみたからさー」

「……へえ、一緒にって？」

　言葉が震えそうになるが、平静を装う。

「駅前を二人で歩いてたからさ。雰囲気的にもしやって」

「へー……」

　空返事をし、スマホにちらりと視線を向けるけれど、メッセージの返事はない。

　今も高橋さんと一緒にいるということなのだろうか。心臓がぎゅっと掴まれたように苦しくなる。

　別に、ただ一緒にいた姿を目撃しただけだ。

　切り取られた情報だと分かっているので、妙な曲解をする気はない。

　けれど返事がないことに不安だったこともあって、嫌な考えばかり浮かんでしまう。

　今はどこにいるんだろう。二人で何をしているのだろうか。

　何だか妙に苛々してしまう。

「すみません、チューハイのおかわりください」

　私は運ばれてきた酒を一気に飲み干した。

「ちょっと、ペース早いんじゃない？」

　戻ってきた倉田さんに窘められる。

　でも私は大丈夫ですと言って再度お酒を注文した。

（終わったら連絡してって言ったくせに……）

　別に付き合っているわけじゃないので、何をしようと日下部さんの自由だ。告白を保留にしているのは私自身だし、怒る権利だってない。

　私が返事をしない間に他へ気持ちが移ったとしても自業自得だ。

　そう思うのに──。

（駄目だ、すごくもやもやする）

　相手が私と真逆の可愛いタイプの高橋さんというのが特に嫌だった。

　やはり自分のような可愛げのないタイプは駄目なんだろうか。

　どうして高橋さんと一緒なんだろう。

（私に連絡してって言ってたのに……）

　信じようと思って勇気を出したのに、結局また疑心暗鬼になってしまう。




　食事を終えた私たちは、店を出た。

　倉田さんは今から彼氏の家に行くといい、店の前で別れた。近くまで迎えに来てくれているらしい。

　私はもう一度スマホを見るけれどまだ返事はなかった。

「さっきからスマホ気にしてるけど、もしかして彼氏？」

「……違うけど？」

　私はむっと臼井くんを睨みつけてしまう。

「ははは、ドンマイドンマイ！　ほら、駅行くぞー」

　私の八つ当たりを笑って流した臼井くんと、一緒に駅まで並んで歩く。

　ちょうど飲み会終わりの人達で通りが賑わう時間だ。

　私といえばいつもより飲み過ぎしまい、軽くお酒が回っている。

「あっ……」

　人ごみでふらついたところを臼井くんが支えてくれる。

「おいおい、大丈夫かー？」

「ごめん……」

　とても恥ずかしい。何という失態だ。

　臼井くんは「歩ける？」と心配してくれたけれど、さすがにそこまで酔ってはいない。

　臼井くんとは駅の改札で「おやすみ」と言って別れ、日下部さんからようやくメッセージが届いたのは、帰宅してシャワーを浴びた後のことだ。

『悪い気づかなかった。今日はどうだった？』

　その文面を見た瞬間、私は思わず眉を寄せてしまう。

（……何よこんな時間に）

　ずっとやきもきしていた私の気も知らないで。

　自分が連絡しろと言ったくせに、振り回されているようで悔しい。

　結局今まで何をしていたのか書かれていないのも腹が立つ。

『すごく楽しかったですよ。おやすみなさい』

　それ以上会話を続ける気にならなかったので、強引に会話を終わらせたのだった。
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「おはようございます」

　翌日。私は会社に行くと、同じフロアの社員からすれ違いざまにチラチラと視線を感じた。

（な、何なの……？）

　妙な違和感を覚えつつも、誰も私に何も言わない。

　日下部さんは私に一瞥しただけで、すぐにパソコンへ視線を戻し難しい顔をしている。

　妙な空気だ。

　何かしでかしただろうかと思い返すが、特に身に覚えはない。

　朝から不安になっていると、隣の席にいた木村さんにこっそり耳打ちされた。

「吉川さんって、最近二課に入った臼井さんと付き合ってたりしてる？」

　予期していない質問に、私は困惑する。

「えっ、付き合ってませんけど？　何でそんな話……」

「それが昨日抱き合ってたっていう噂が出回ってて」

「……はあ!?」

　露骨に眉を顰めると、「だよねー」と木村さんが笑う。

　もしかして昨日臼井くんと一緒にいる瞬間を見られたのだろうか。

　その予想はあたりのようで、どうやら私が臼井くんに抱き止められた姿を社内の人に見られたらしい。遺憾の意だ。何て間の悪い。こうして事実と言うものは歪められていくのだろう。

「いえ、完全に誤解ですから。臼井さんにも失礼ですし」

　くだらない、と呆れてしまう。

「あー、吉川さん、聞いたよー。あの噂マジ？」

　そこに安藤さんが現われ興味津々で私に尋ねてきた。

　安藤さんは自分の声が大きいという自覚があまりない人だ。人の大勢いる場所なのでさすがに恥ずかしくなる。

　日下部さんの反応が気になってちらりと覗いてみると、大して気にならないのかパソコンに食らいついたままだ。

「いや、だから違いますし……ちょっとふらついただけで」

「ははー、なるほど、ああいう感じが好みだったんだ。お似合いじゃないか」

　話が通じない。これ以上妙な噂を広めるのはやめてほしいところだ。

　ですから、と強く否定しようとすると、遠くから激が飛んできた。

「おーい安藤、さっさと修正案提出しろよな。朝イチだろ？　課長に怒られるぞ」

　日下部さんはモニターを見ながら注意し、木村さんもそれに続く。

「そうそう、安藤くん。前頼んだ請求書もそろそろ提出してね」

「うっ、分かったって」

　安藤さんはすまんすまんと笑って誤魔化すと、大人しく自分の席へと戻っていく。

　それをきっかけに浮ついていた空気が引きしまり、各々が作業を始めた。

（……フォローしてくれたのかな？）

　困っている私に助け舟を出してくれたのだろうか。

　日下部さんが私と臼井くんの噂をどう思っているのか心配だったけれど、今見たところでは大して気にしている様子はない。

　実際何もやましいところはないのだけれど、それでもいつもと変わらない日下部さんにほっとしてしまう。

　けれどその一方で、昨日の高橋さんとの件が未だに私の中でもやついていた。




「おい、吉川準備出来たか？」

「はい、いつでもいけます」

　予定時間になると、日下部さんに声をかけられ、私はそのあとに続く。

　今日に限って日下部さんと同行なのは複雑だったけれど、すぐに気持ちを切り替える。

　私は主に日下部さんの補佐でＡ社に向かったあと、担当営業の男性と三人で打ち合わせをした。事前に決まっていたことの確認と、今後の仕事の進め方を話し合う。

　全ての予定を終えたのが夕方の六時頃だった。

「日下部係長、吉川さん、この後お時間ありましたら食事でもどうです？」

「ははー、いいですね。是非！」

　どうやら近くに飲食街があり、担当の方のおすすめの店がいくつかあるという。

　私たちはタクシーに乗り、飲食街近くの大通りでタクシーを降りた。

　だがそのタイミングで、担当の方の電話が鳴った。

　ええ、と焦る声が耳に届き、何だか嫌な空気が流れる。

「あー、ちょっと戻らなければならなくなりまして……」

「えっ、大丈夫ですか？」

　日下部さんが心配そうに尋ねる。

　どうやら顧客トラブルのようで、急遽戻って対応しなければいけなくなったそうだ。

「すみません、こちらから誘ったというのに」

「いえ、今度また是非お願いしますよ」

　申し訳なさそうに去っていく担当の方の後ろ姿を見ながら、突然この場に私と日下部さんの二人だけになる。

　少しだけ妙な沈黙が生まれた。

「あー、とりあえず飯でも行く？」

　先に口を開いたのは日下部さんだった。

　私はそうですね、と相槌を打つ。

「どうします。何か食べたいものとかあります？」

　せっかくだしおすすめの店を聞いておけばよかった。

　私はスマホを取り出し、何かいい店がないか調べようとする。

「あっ、こことかどうです？　あと、こことか……」

「へー」

　どれどれ、と一緒に店を見ていると、突然スマホの画面に臼井くんからのメッセージが入った。

（あっ……）

　名前がポップアップ表示され、私は慌ててフリックする。

　別にやましいことはないけれど、やはり負い目のようなものを感じてしまう。

　何か言われるか不安だったけれど、日下部さんは別段言及もしなかった。

「えっと、とりあえず行きましょうか？」

　少し歩いた先に飲食街があるので、一旦そっちに向かおうとする。

　途中、スクランブル交差点の信号待ちに引っかかった。

　日下部さんと私、隣になって並ぶ。どことなくぎこちない雰囲気だ。

　私はこっそりスマホを取り出し臼井くんからきたメッセージを確認すると、今朝の噂の件だった。

　臼井くん本人も寝耳に水だったようで、長文のテンションの高い謝罪文が書かれていた。

　その文面の必死さが面白くて、思わずくすっと口元を緩めてしまう。

「……なあ、昨日の食事はどうだったんだ？」

　ふいに、日下部さんが思い出したように尋ねてきた。

「あ、はい。久しぶりに大学時代の先輩と会って楽しかったですよ」

　ふーん、と日下部さんは興味なさげに相槌を打った。

　お互い視線を合わせることもなく、人の波を二人して眺めながら会話する。

「今朝、臼井との噂を耳にしたけど」

「あれは──」

「結局、俺はフラれたってことでいいわけ？」

　突然の言葉に、私は日下部さんの顔を見る。

　日下部さんは私と目を合わさず、ただ前を向いていた。

　淡々とした物言いと感情のない横顔に、私の心はひどくざわついた。

「それってどういう……」

「そのままの意味だろ？　告白して、返事がないまま放置だ。挙句の果てに他の奴と噂になってるって、そういうことかなって思ったけど……違う？」

　日下部さんは自嘲気味に言うと、その瞬間、信号が青になる。

「あの……」

　横断歩道を歩き出した日下部さんを、私は早足で追いかけた。

「待って下さい！」

　渡り終わったところで、私は日下部さんの腕を縋るように引く。

「違います、誤解です。あれはただそう見えただけで……」

「じゃあ、そろそろ返事教えてほしいんだけど？」

　真剣で、切実な表情だ。

「分かりました」

　そうして私たちはゆっくりと話すために一旦人気の少ない通りへと場所を移動する。

「えっと、日下部さんは、私のことが好きってことでいいんですよね？」

　私は思い切って尋ねると、日下部さんは頷いた。

「そうだよ。お前のことが、好きだ」

「あ、ありがとうございます……」

　いざハッキリ言われると恥ずかしい。

「でもその、私よりも他の人がいいって思わないんですか？」

　率直な言葉に日下部さんは大きく眉を寄せた。

「おい、何だよその質問。どうしてそんなこと思ったんだよ？」

　告白までしたのに、と呆れられてしまう。

　これ以上妙な誤解はごめんだと、私は正直に伝えることにする。

「その、昨日、日下部さんが高橋さんと夜一緒に歩いてたって聞いて」

「誤解だって」

「せっかく連絡したのになかなか返事もないですし。だからちょっと、その……」

「悪かったよ」

　ストレートな言葉に、私の胸の奥から熱いものが込み上げてきた。

「本当に違うからな。昨日は他部署の連中に最近付き合い悪いぞ、って強引に飲み会に連れて行かれたんだよ。高橋と俺は一緒に店に向かう途中、鉢合わせただけだ」

　ほら、とＳＮＳにアップされた写真をスマホで見せてくれる。確かにそこには高橋さんだけでなく、安藤さんや他の課の社員も一緒に笑顔で映っていた。

「高橋のああいうノリは昔からなんだ。ちゃんと好きな奴だっているし誤解するなよ？」

　日下部さんは誤解を解こうと普段より口数が多い。

「だいたいさ、そもそも酔ってたからって好きじゃない相手に手を出すような人間に俺が見える？」

「それは……最初はその可能性もあるなって思いましたけど」

「おい」

「でも、……違うと思います」

　これは私が今まで日下部さんと一緒にいて感じてきた結論だ。

　日下部さんは、きっと、私のことが本当に好きだ。

　日下部さんの私を見る目は甘く優しい。

　どうして気持ちを素直に受けとれなかったのだろうか。

　今では不思議で仕方がない。

「私、日下部さんのことが好きです」

　自然と気持ちを口にしていた。

　恥ずかしいけれど、清々しい気分だ。

「……へえ、急に素直になったな」

　日下部さんは照れているのか少しだけ目が泳いでる。意外だ。こんな表情もするのか。

　いつも余裕そうだった日下部さんだっただけに、少しだけ気分がいい。

「私、正直言うと自信がなかったんです」

「自信？　吉川が？」

「その……あまり恋愛にいい思い出がないタイプだったので」

　深く尋ねられるかもしれないと思ったけれど、そこにはあまり踏み込んでこなかった。

　ただ私が話したいなら聞くという顔をして、日下部さんは言葉の続きを待ってくれていた。

「いつも可愛げがない、つまんないってフラれることが多かったですし、自信がなかったんです。でも、日下部さんになら勇気出してもいいかなって……」

　そこまで口にして、急に照れくさくなってしまった。

　頬が熱い。日下部さんの顔が見れない。

「あの、ご飯行きましょうか？」

　ここでずっと立ち話をするのもあれだ。

　私は誤魔化すように、飲食施設のあるビルに向かおうと促す。

　だが、日下部さんはその提案に待ったをかける。

「なあ、食事はちょっと後でもいいか？」

「え？」

「俺の家、近いから」

　行こう、と誘われ私はゆっくりと頷いた。

　今日ほど仕事が直帰で良かったと思った日はない。







８








　私は日下部さんの部屋に着き、少し緊張しながらリビングのソファーに座っている。

　ここに来るのは二度目だけれど、前は部屋の中をゆっくり見ることもなかったので初めてきたような新鮮な気持ちだ。

　モノトーンで落ち着いた部屋には、中央にグレーの大きなソファーが置いてある。

　清潔感のある白い床と広いキッチン、統一感のある家具は日下部さんのこだわりだろうか。

　興味津々で部屋の中を覗いてしまう。

「軽く食事作るけど何がいい？」

「え？」

　軽く着替えた日下部さんはキッチンへ向かいエプロンをつける。

　まさか料理を振舞ってもらえるとは思わず、驚きだ。

　日下部さんは冷蔵庫の食材を確認し、大したものが入っていないことを嘆く。

「とりあえず、パスタとかでも良いか？」

「あの、手伝いとか……」

「ああ、いいよ。大人しくしといてくれ」

「あ、はい分かりました」

　確かに少しお腹は空いていたけれど、日下部さんの部屋に誘われた時点で身構えていた。

　すぐにでもするんだと思っていただけに、自分ばかりがエッチなことを考えていたんだと恥ずかしくなってしまう。

　でも同時に少しだけ関係が変化したようにも思えて嬉しくなる。




「わあ、すごいですね」

　しばらくして、キッチンから美味しそうな匂いがした。

　日下部さんが作ってくれたのはサーモンとホウレン草の入ったクリームパスタだ。一緒にサラダとコーンスープもつけてくれている。

　せめて配膳だけでもと日下部さんを手伝い、一緒のテーブルに向かい合う。

　日下部さんはキッチン奥にあったワンセラーから赤ワインを取り出すと、ソムリエナイフでキャップシールを取り、スクリューをねじ込んだ。コルクの抜ける音がする。

　用意したワイングラスにワインを注ぎ、互いに持つ。

「乾杯しようか？」

「何に乾杯するんです？」

「俺たちが恋人になった……ってことでいいだろ？」

「えっと……」

　私はこくりと頷く。

　恋人という甘い響きが未だに夢のようだ。照れ臭いし、現実味がない。

（そっか、恋人になったんだ……）

　私のせいで少し遠回りしたけど、ふわふわとした不思議な気分だ。

「じゃあ、それでお願いします」

　私と日下部さんは軽く乾杯し、食事をする。

「え、このパスタもちもちですごくおいしいです」

　テーブルの上に並べられたパスタはまるでお店のような出来だった。

　一口食べてその違いに驚く。普段私が家で作っているパスタとは食感が全くの別物だ。

「ああ、大学のとき厨房でキッチンしてたからな。自炊とかもしてたし」

「え、意外ですね。てっきり飲み会ばかりの荒れた生活をしてたイメージでしたけど」

「ほんと、お前って俺にろくなイメージ持ってないよな」

　そんなやりとりをしながら、食事を終え、デザートに高級アイスまで頂いてしまう。まさかこんなに至れり尽くせりだとは。

　せめて片づけぐらいは、と洗い物をさせてもらえるように申し出る。

　スポンジで皿を洗っていると、日下部さんはソファーでスマホを触りつつも私の方を見てにやにやと笑っていた。

「何ですか？」

「いや、俺の家で吉川が洗い物してるのが不思議だなって」

　確かにその意見には同意だ。

　でもそんなに見られては作業がしにくい。

「分かりましたから、あまりこっちを見ないで下さい」

「はいはい」

　そう言いつつもやはり視線は向けられたままだ。




「えっと、失礼します」

　ようやく洗い物を終わらした私は、日下部さんの隣へと腰を下ろす。

「ありがとう」

「いえ、ごちそうさまでした」

「どういたしまして」

　軽く笑いあったあと、一瞬の緊張感が生まれる。

「前は食事が後回しになっちゃったからな」

　日下部さんはスマホを置くと、私の肩をぐいっと抱き寄せた。

　親指が唇をなぞり、人差し指が頬をくすぐってくる。

　そして──。

「っ……」

　唇と唇が静かに重ねられた。私はそっと目を閉じる。

　舌が唇の隙間を割り、口の中に侵入してきた。口の中を暴れる舌に呼応するように、私は日下部さんの身体に腕を回す。

　日下部さんの感情が押し寄せてくるような情熱的なキスだった。

「はっ……はあっ」

　キスから解放されたと思うと、着ていたブラウスをたくし上げ、ブラジャーを剥ぎ取られる。

「あの、シャワーとか……」

「俺は気にしないけど？」

　胸を揉まれちゅ、ちゅ、と乳首を吸われてしまう。触れられて身体がむずむずとくすぐったい。

「ちが、その私が気に……」

「ほーら、さっさと脱げって」

　もう、本当に勝手だ。

　でも私も私で、拒む言葉を告げながらも結局は身を委ねている。

　不安がないわけじゃない。でもずっと好きだった相手に余裕のない瞳で求められれば受け入れる以外の選択肢はなかった。

　ソファーの上に横たわる体勢になると、スカートとホックを外され下着だけになる。

　肌を日下部さんに晒すのはもう三度目だけれど、やはりまだこの行為に慣れそうにない。

　日下部さんは上気した表情で、着ていたシャツを脱ぎ捨てた。

　引き締まった逞しい身体は何度見ても視界の暴力だ。色香と逞しさが共存する身体にどきどきしてしまう。

「何だ、緊張してんのか？」

「し、してません……」

「じゃあ興奮してるってことか？」

　俺の胸触るか？　と尋ねられ思わず顔が熱くなる。

「はっ、何言ってっ……」

　言いかけたところで指先を下着の中にするっと滑り込まされた。くちゅっといやらしい音が響き、日下部さんは楽しそうだ。

「っ、ひゃ……」

「おいおい、こんなに濡れてるのに興奮してないって？」

「やっ、ちょっと、やめ……」

「はは、それは無理な相談だな」

　クリトリスを指先でぐっと押され上下に弄られると、言いようのない甘い愉悦が身体中に駆け巡る。

「やっ、だめっ……ああっ」

　敏感な部分を何度も繰り返し刺激されれば、気持ち良さにはしたない声が漏れてしまった。

　空いた片方の手で剥き出しになった胸を揉み、乳頭をぐりぐりと指先で抓むように刺激してくる。

　乳首を触られると私は弱い。

　それを分かって日下部さんは乳頭へと唇を寄せてちゅっと吸い付く。

「あっ……」

「乳首が好きなんだな。ほらここ、もう洪水みたいにびしょびしょだ」

「……ッ！」

　触れられる度に奥からどんどん愛液が溢れてくる。

「このままじゃ指がふやけそうだ」

「ひゃっ……」

　熱を帯びた長い指先が蜜口の奥へぬちゅりと押し込まれていく。

「や、あっ……」

「ほら、俺に身を任せとけって」

　ゆるゆると指がナカをかき回し、日下部さんの指が引き抜かれる度に身震いしてしまう。

「もう、ナカそんなにいじらないでくださ……」

「こんなに気持ち良さそうなのに遠慮するなよ」

「ひゃあっ……」

　指先をぐりっと奥で曲げられ、狭い場所をこれから受け入れるために少しずつ広げていく。

　次第に指の抽送が激しくなり自然に身をくねくねと捩ってしまう。

「あっ、ちょっと待ってくださ……ああっ」

　私の痴態を見た日下部さんは、楽しそうに口元を緩ませた。

「なあ、お前が可愛げがなくて、つまんないって？　反抗的だけど可愛さしかないのにな。話していて面白いし」

　もう片方の手がぷっくりと大きくなった乳首を指先でクリクリと弄り、じんとした甘さが弾け飛ぶ。

「あっ、もう……」

「それに何よりもエロい」

　さっきからずっと恥ずかしい事ばかり言われ、身体がどんどん火照っていくのが分かる。

　指は絶頂に導くようにナカで蠢いていたけれど、突然指が引き抜かれた。

　そして──。

「ひゃっ、何してるんですか……っ」

　悲鳴を上げたのは日下部さんが急に私の両脚を持ち、大きく開いた股の間に顔を埋めたからだ。

　指と入れ替わるように赤くて濡れた舌が、じゅるりと愛液を舐め上げる。

（へっ、うそうそうそっ！）

　ふっと、笑う息が敏感な場所にかかりくすぐったい。

「っ、ひゃ、あああっ……」

　ちろちろと舌先が与える甘美な刺激に、私の身体は大きく反応し身悶える。

　次第に舌を蠢かせながら襞をこじ開け、ぐるぐるとナカをかき乱される。

「あ、うそ、汚いから、やめてくださ……っ！」

　舌先がぷっくりと膨れたクリトリスまでたどり着くと、ちゅっとキスされた後、ペロペロと弄ばれてしまう。

「や、駄目駄目っ……」

　敏感な場所への執拗な舌に、身体中がビクビクと反応してしまう。

　私はやだやだと頭を押しのけようとするけれど、脚を持つ手にぐっと力を込められた。

　逃れるどころか敏感な場所をさらに愛撫され、嬌声を上げてしまう。

「駄目ですって、ほんと……ひゃ、ああんっ」

　すごくすごく恥ずかしい。

　でもざらついた舌先の感触が気持ち良すぎて、腰が誘うようにくねくねと浮いてしまう。

　キスをし、ちゅーっと吸い上げられ、強い刺激がビクッと弾けた。

「あっ……あっ、駄目で、はなし……や、ああっ！」

　私は巧みな舌先にあっけなくイかされてしまった。

　余韻でビクビクと身体を震わせていると、日下部さんによしよしと頭を撫でられた。

「ははっ、可愛いな」

　熱っぽい声で囁され、くらくらしてしまう。

「さ、最低です、あんなところを舐めるなんて……」

「何で？　好きな相手だから平気だけど？」

　日下部さんは何てことないという様子で髪をかきあげる。

　その仕草が色っぽくて、私はしばらくの間見惚れてしまう。

　すると日下部さんはいつの間にかスラックスと下着をずり下ろした。

（あっ……）

　大きく勃起したものが私の視界に飛び込んでくる。

　期待にじわりと身体が疼く。

「やば、俺も限界だな……」

　日下部さんはポケットからコンドームを取り出して、手慣れた様子でくるくると装着した。

「本当はこの部屋に入ってすぐ抱きたかったけど、さすがに前回がっつき過ぎただろ？」

　日下部さんは私の両太股をぐいっと持ち大きく広げた。

「ずっと吉川を抱きたくて仕方なかった」

　そして太くなった肉棒をそっと蜜口に添わす。

「んっ……」

　先端が触れるだけで気持ち良い。

　すぐに貫かれると思ったけれど、根元を持ち、ゆるゆると擦られる。

　鼻から自然に甘い息が漏れてしまう。

　けどしばらく経っても待ち望んでいる刺激がなかなか与えらず、もどかしさに焦れてしまう。

「や、ああっ、もう……」

　何で挿れてくれないのだろう。

　いつの間にかねだるように腰を揺らしてしまっていた。両手を日下部さんの腰へ回し、早く早くと縋るように訴えてしまう。

「はは、吉川も限界？　挿れてほしい？」

　突然意地の悪い問いかけに、私は涙腺が緩みかけた瞳で睨みつける。

　そんなこと、分かってるくせに。

「……挿れてほしい？」

　再度聞かれ、私は観念するようにこくりと頷いた。

「……もう、はやくしてくださいよ」

　切羽詰まった声に、日下部さんは笑う。

「だな、俺も限界」

　その言葉と共に、膨れ上がった肉棒がヌプリと私の狭い膣肉の中へと押し込まれていく。

「っ、ああっ……っ！」

　ほしかった肉厚に、嬌声が溢れてしまう。

　腰をぎゅっと掴まれ最奥まで一気に突き入れられると、身体がびくびくっと仰け反るように震えた。

「っ、やばいな」

　余裕のない声で囁かれ、ぞくぞくと肌が粟立つ。

「あっ、……っ、くさか、ひゃあ……っ」

　ゆっくりと腰が動き、私の腰も受け入れるように揺れた。

　奥の肉襞を何度も擦られ、次第に足の指先まで痺れるような甘い愉悦が全身に広がっていく。

「や、そこ、あっ……」

「へえ、ここが気持ち良い？」

　ん？　と、とろけるような声で囁かれ全身の力が抜けるような感覚がした。

　日下部さんは分かっていてあえて尋ねてくる。

　確かめるように感じる場所を肉棒でぐいぐいと責め立て、いいところが当たる度にぎゅっと目を閉じて身体を震わせてしまう。

「ち、あっ……駄目っ」

「やっぱり、ここが好きなんだ。いい反応するよな」

「んんっ……っ！」

　次第に動きも激しくなり、繰り返される抽送に私はただ喘ぐしかない。

　奥から生まれる甘美な熱は、突かれるほどに迷いなく高みへと昇っていく。

「気持ち良い？　……っ、イキそう？」

　蠱惑的な表情で尋ねられた。

　私は羞恥心も忘れて、潤んだ瞳でこくこくと頷く。

「俺も最高に気持ちいいよ、どろどろでやばいっ……」

「ひゃっ」

「もっと、悦くしてやるから」

　日下部さんに容赦なく最奥を何度も何度も貫かれれば、いとも簡単に絶頂に導かれてしまう。

「あ、駄目、駄目、イっちゃいそう……で、っ！」

「っ、ほらイっていいから」

「あ、んっ、やっ……あああっつ！」

　きゅうきゅうに締め付け、頭が真っ白になりそうだ。

　分厚い背中に爪を立て、身体が大きく痙攣する。

　襲い掛かる快楽の波をやり過ごそうと、ただしがみ付くことに必死だった。

「っ、はあ……」

　絶頂に達し肩で息をして休んでいると、一度ナカのものを抜かれ身体をくるりとひっくり返された。腰をぐっと持ち上げられる。

「えっ、これって……」

　何をするつもりなのだろう。疑問に感じているうちにお尻を両手で掴まれぱっくりと広げられてしまう。

「はは、何へばってるんだよ」

「えっ、ちょっとまだ私……」

　さっきイったばかりだというのに、後ろからぐぐっと挿入されてしまう。

「ああっ……」

　思わず身体を前に引いてしまうと、両手で腰を掴まれる。

　そのまま逃がさないと、引き寄せ強引に腰を推し進めた。

「……ひゃっ、ああっ」

「こうやって、奥突かれるの好きだよな？」

　奥を突かれる度に襞がキュウキュウとうねる。

　ドクドクと脈動する肉棒が中で擦れ、引き抜かれると、身体中に甘くてぞくりとした刺激を感じた。

「お前の悦い部分は俺が全部知ってるんだ」

「……あっ、やっ、……くさか……っ」

「お前の可愛さは、俺だけが知っていればいいんだ」

　感情をぶつけるように何度も抽送を激しく繰り返され、腕では支えられなくなり、顔がベッドに沈む。

　そのまま身体をくるりとひっくり返され、片足を高く天に向けた状態で早急に責め立てられた。

「んっ、あっ、は、だめっ……」

　気持ち良い場所をずっと刺激され、嬌声が止まらない。

　シーツをぐっと掴み、目を閉じる。

　押し寄せる愉悦をどうにか耐えようとするがもう限界だ。

　日下部さんの抽送にも余裕がない。

　もうじきくるクライマックスに向けてパンパンと肌がぶつかる音がどんどん早くなり、頭が真っ白になっていく。

「や、っ、あ、ああっ……」

　せり上がってきた快楽が大きく弾けた。奥がきゅうきゅうとうねるように収縮する。

「っ……!!」

　私が達したタイミングで、ナカで感じていた日下部さんのものがビクッと反応した。

「っ、はあ……はあ」

　コンドーム越しにどくどくと熱いものが注がれていくのが分かる。

「吉川、大好きだ」

　日下部さんは一度だけ奥をぐっと突くと、私を強く抱きしめてくれた。

　息を切らし、早鐘のような心臓の鼓動が愛おしく思える。

（何て幸せなんだろう）

　私はたまらなくなって、汗ばんだ背中にぎゅっと手を回し抱擁で応えた。

「私だって──」

　心まで満たされるような熱い口づけを交わしながら、私たちは愛情を確かめ合ったのだった。







エピローグ








　日下部さんと恋人になった数日後。

　一応社内恋愛ということで、お互いが付き合っていることは内緒にしようという話になった。

　だから今のところ私と日下部さんの関係は誰にも知られていないはずだ。

「あれ、吉川さん彼氏と帰らなくていいの？」

　仕事終わり、一人で帰ろうとしたところをからかってきたのは、たまたまうちの部署にきていた二課の男性社員だ。

　なお、ここでいう彼氏というのは臼井くんのことだ。

　互いに否定したものの一度噂が流れてしまったため、ときどきからかわれてしまう。正直鬱陶しい。

　どうやって黙らすべきか苛々していると、日下部さんがいつの間にか帰り支度を終え、私の横に並んだ。

「なら、帰るか？」

「えっ、はあ……」

　なら、とはどういうことだろう。

　突然の日下部さんの行動にきょとんとしてしまう。

　特に約束もしていないし、それに人前だ。ときどき外で待ち合わせることもあるけれど、皆の前で堂々と誘われるのははじめてだ。

　他の社員も日下部さんの行動に違和感を覚えているようだ。

　だが私はようやく日下部さんの真意に気づく。

（ちょっと……!!）

　実質彼氏は自分だと宣言したようなものだ。

　一部の人は勘づいたのか、もしやと驚いた顔をしている。

「お、飯行くのか？　俺も混ぜてくれよ」

　そこに安定の安藤さんだ。

「はは、やだよ。お前邪魔だし」

　日下部さんは安藤さんを軽くいなす。そして何事もなかったかのようにお疲れさまーと日下部さんは先にフロアを出る。

　驚くような視線。にやにやとした視線。全ての視線が痛い。

　これは絶対にバレた。

　ここに残るのも面倒だと思った私は、皆に軽く頭を下げ日下部さんの後を追う。

「どういうつもりですか？」

　会社を出て、駅に向かう道すがら私は問い詰める。

「いや、彼氏は俺だからさ」

　悔しいじゃん、と日下部さんは笑う。私ははあ、とため息を吐いた。

「内緒にするんじゃないですか？」

「わざわざ言葉にしてないだろ？　まあ、勘のいい人は気づいただろうけど？」

　確かに明言はしていないけれど、ほとんどの人が察しただろう。明日からまた何か言われそうで頭が痛い。

　安藤さんはぽかんとしたままよく理解出来ていなさそうだったので、そのまま気づかないでいてくれと強く願う。

「噂されますよ」

「いいよ別に。他の男と噂されるより」

　ムカつくしな、と日下部さんに手を繋がれた。

　相変わらず私ばかり振り回されている気がするけれど、ちょっぴり嬉しいのは秘密だ。







あとがき








　こんにちは、初めまして。棗なつめなつと申します。

　この度は本作を読んで頂き誠にありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュさんから書かせて頂くのは今作が初めてでして、ラブルージュさんのレーベルコンセプトである『もっと淫らに愛される♡とろけるような濃厚エロス』に合うような作品が書けたかどうか今でも不安です。

　さて、今作は『可愛げがない不器用な女の子×少しチャラめのモテ上司』の喧嘩っぷるのような話が書けたらなーという妄想からこの話が生まれました。

　あまり冒険した設定ではないのですが、その分等身大のヒロインが書けたらなと思い、あれこれ試行錯誤しました。

　まだまだ駆け出しのひよっこ作家なので至らないところも多いと思いますが、少しでも面白いと感じて頂けたらこれ以上に幸せなことはありません。

　表紙イラストを担当して頂いた南なん国ごくばなな先生、可愛いくてカッコいい二人をありがとうございました。とても色っぽくて見た瞬間ドキドキしました。

　また、担当のＳ様もいつも優しい言葉で励まして頂き、本当にお世話になりました。

　そして何より読んで頂いた読者の皆さんには最大限の感謝を込めて。

　もし何か感想などありましたら編集部までよろしくお願い致します。

　それではまたお会いできるように精進していきます。






二〇二三年　三月　　　　　　　　　　　　　　　　　棗なつ










【著者紹介】

８月２５日生まれ。大阪在住。

一時期筋トレにハマっていました。しばらくサボっていたのでそろそろ再開したいです。

Twitter　@NRp9h







濃蜜ラブルージュ

エリート上じょう司しは不ぶ器き用ような部ぶ下かを甘あまく包ほう囲いする

～ワンナイトだと思おもっていたのに猛もう烈れつ一いち途ずに求もとめられています～



2023年6月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　棗なつ

■イラスト　南国ばなな

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Natsu Natsume ©banana nangoku
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●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り
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